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計
画
の
特
徴

◆�

被
害
想
定
を
行
い
、
対
策
を

定
め
る

　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し

て
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
」と
い
う「
共
助
」

の
観
点
か
ら
自
主
防
災
組
織
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境

整
備
や
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
・

幼
児
な
ど
災
害
時
要
援
護
者
へ
の

対
策
、
さ
ら
に
地
震
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
の
初
動
体
制
や
通
信
連

絡
の
方
法
な
ど
が
国
や
県
で
検
討

さ
れ
、
防
災
対
策
は「
予
知
」か
ら

「
減
災
」へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

今
後
30
年
以
内
の
地
震
発
生
確

率
は
、
東
南
海
地
震
が
60
％
、
南

海
地
震
が
50
％
と
予
測
さ
れ
、
さ

ら
に
東
海
地
震
に
い
た
っ
て
は
い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
昨

年
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
よ
う
な

直
下
型
地
震
は
前
記
の
海
溝
型
地

震
と
比
べ
て
、
起

こ
る
場
所
、規
模
、

頻
度
を
予
測
す
る

こ
と
が
難
し
い
と

さ
れ
、
い
つ
、
ど

こ
で
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
県
内
で

は
、
琵
琶
湖
西
岸

断
層
帯
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
8

程
度
の
地
震
が
発

生
す
る
と
推
定
さ

れ
、
今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率

は
0
・
０
９
～
9
％
で
、
わ
が
国

の
主
な
活
断
層
の
中
で
も
高
い
グ

ル
ー
プ
に
属
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
本

計
画
の
震
災
対
策
編
で
は
、「
被

害
想
定
」を
行
い
、
予
防
、
応
急

対
策
を
定
め
ま
し
た
。

◆
避
難
準
備
情
報
の
導
入

　

平
成
16
年
7
月
に
発
生
し
た
新

潟
・
福
井
・
福
島
県
の
豪
雨
、
同

年
9
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
発
生
し
た
台

風
21
号
・
23
号
や
昨

年
7
月
の
梅
雨
前
線

に
よ
る
豪
雨
は
、
全

国
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
時

に
は
、
避
難
勧
告
な

ど
の
避
難
情
報
が

　湖南市防災会議ではこのほど、災害対策基
本法第42条に基づき、市域の防災対策などを
定めた基本的な計画となる湖南市地域防災計
画を策定しました。市民の皆さんの生命およ
び財産を災害から守ることを目的とする本計
画の要旨をお知らせします。

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
令
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
障
が
い
者
・
高

齢
者
・
外
国
人
・
乳
幼
児
な
ど
災

害
時
要
援
護
者
の
被
害
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
避

難
勧
告
と
避
難
指
示
の
基
準
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

め
国
は
、
従
来
の「
避
難
勧
告
」

よ
り
前
の
段
階
で
人
的
被
害
の
発

生
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
時
点
で
、
避
難
に
時
間
を
要
す

る
災
害
時
要
援
護
者
に
避
難
開
始

を
、
そ
の
ほ
か
の
人
々
に
避
難
準

備
を
求
め
る「
避
難
準
備
情
報
」

を
創
設
し
、
自
治
体
が
発
令
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
風
水
害
対
策

編
で
は
、
避
難
計
画
の
中
で
災
害

時
要
援
護
者
に
対
す
る
避
難
準
備

情
報
の
提
供
を
は
じ
め
と
す
る
対

策
を
明
記
し
ま
し
た
。

今後30年以内の
地震発生確率

マグニチュード
〔地震の規模〕

琵琶湖西岸断層
帯による地震

0.09～ 9％
（全国で6番目に高い） 7.8 程度

東南海地震 60％ 8.1 程度
南海地震 50％ 8.4 程度
（参考）
阪神淡路大震災

0.02～ 8％
（発生直前の評価） 7.3

予知から減災へ！
湖南市地域防災計画を
策定しました

県内の活断層のようす
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〈
風
水
害
対
策
編
〉

第
１
章　

総
則

　

計
画
の
方
針
、
防
災
関
係
機
関

の
実
施
責
任
と
処
理
す
べ
き
業
務
、

地
形
・
気
象
な
ど
の
自
然
的
条
件

と
人
口
・
産
業･

経
済
な
ど
の
社

会
的
条
件
な
ど
市
の
概
況

第
２
章　

災
害
予
防
計
画

　

防
災
知
識
の
普
及
、
防
災
訓
練
、

通
信
施
設
災
害
予
防
、
火
災
予
防
、

建
造
物
災
害
予
防
、
自
主
防
災
組

織
整
備
、
災
害
時
要
援
護
者
の
安

全
確
保
と
支
援
な
ど
の
予
防
対
策

第
３
章　

災
害
応
急
対
策
計
画

　

組
織
・
動
員
、
情
報
収
集
、
災

害
救
助
法
適
用
、避
難
、救
急
救
助
、

医
療
助
産
な
ど
、
災
害
発
生
時
の

応
急
対
策

第
４
章　

災
害
復
旧
計
画

　

災
害
復
旧
後
の
対
策

〈
震
災
対
策
編
〉

第
１
章　

総
則

　

計
画
の
方
針
、
防
災
関
係
機
関

の
実
施
責
任
と
処
理
す
べ
き
業
務
、

市
の
地
質
と
地
震
災
害
の
特
性
、

被
害
想
定

第
２
章　

災
害
予
防
計
画

　

地
盤
災
害
防
止
、
電
力
・
ガ
ス
・

上
下
水
道
施
設
の
災
害
予
防
、
食

料
・
生
活
必
需
品
・
給
水
の
確
保
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
な
ど
の
対
策
。

こ
の
ほ
か
風
水
害
対
策
編
の
計
画

を
準
用
。

第
３
章　

災
害
応
急
対
策
計
画

　

相
互
協
力
、
災
害
広
報
、
輸
送
、

廃
棄
物
処
理
、
応
急
住
宅
対
策
、

文
教
対
策
な
ど
、
災
害
発
生
時
の

応
急
対
策
。
こ
の
ほ
か
風
水
害
対

策
編
の
計
画
を
準
用
。

第
４
章　

災
害
復
旧
計
画

　

災
害
復
旧
後
の
対
策

※
計
画
の
詳
細
は
、
安
心
安
全
課

お
よ
び
各
公
民
館
に
備
え
付
け

の
冊
子
ま
た
は
湖
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

安
心
安
全
課
安
全
対
策
担
当

〔
東
庁
舎
〕　　
�
71
◦
2
3
1
1

　

湖
南
市
地
域
防
災
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
４
つ
の
基
本
方

針
と
３
本
の
防
災
対
策
の
柱
に
基
づ
き
、
滋
賀
県
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
策
定
し
ま
し
た
。

〈
防
災
対
策
の
柱
〉

　

防
災
対
策
の
基
本
は
、「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
3
本
の
柱
が
連
携

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
防
災
対
策

は
強
固
な
も
の
と
な
り
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

【
自
助
】…
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
。

【
共
助
】…
地
域
住
民
が
連
携
し
て
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
。

【
公
助
】…
行
政
が
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
基
盤
整
備

を
図
る
。

〈
基
本
方
針
〉

防
災
事
業
の
推
進
…
土
石
流
や
急

傾
斜
地
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
、

治
水
、
治
山
な
ど
の
防
災
事
業
を

推
進
す
る
。

自
主
防
災
体
制
の
確
立
…「
ふ
る
さ

と
防
災
チ
ー
ム
」と
の
連
携
、
自

主
防
災
組
織
の
運
営
や
防
災
訓
練

な
ど
に
対
す
る
助
言
や
支
援
を
行

う
。

防
災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制

の
推
進
…
関
係
機
関
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
関
係
事
業
所
や
他
自
治
体
と

連
携
し
、
応
援
協
力
体
制
の
確
立

を
図
る
。

防
災
施
設
・
設
備
、
災
害
用
備
蓄

品
の
整
備
と
市
民
へ
の
備
蓄
の
啓

発
…
防
災
倉
庫
お
よ
び
防
災
セ
ン

タ
ー
の
備
蓄
品
、
資
機
材
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
に
は
３

日
分
の
食
料
・
飲
料
水
な
ど
の
備

蓄
を
呼
び
か
け
る
。

基
本
方
針
お
よ
び
防
災
対
策
の
柱

計
画
の
構
成

　

こ
の
計
画
は
、「
風
水
害
等
対
策
編
」「
震
災
対
策
編
」お
よ
び「
資
料
編
」の

3
編
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

区　分 伝達方法 住民の皆さんがとるべき行動

避難準備情報 広報車、メール配信サービ
ス、防災行政無線など

・�要援護者などは、避難場所への避難を開始
する
・そのほかの人は避難準備を開始する

避 難 勧 告 上記方法のほか、必要に応
じて個別口頭伝達

通常の避難行動ができる人は、避難場所へ
の避難を開始する

避 難 指 示
マイク、口頭伝達、サイレ
ン、警鐘のほか、必要に応
じて避難勧告の方法を併用

いまだ避難していない人は、直ちに避難を
開始するとともに、その時間がないときは
生命を守る最低限の行動をとる

▲新潟県中越地震
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投
票
で
き
る
人

　

昭
和
62
年
4
月
9
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
18
年
12
月
29

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
湖
南
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人

住
所
異
動
し
た
人

　

平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
、
県

内
の
他
の
市
町
か
ら
本
市
に
転
入

し
た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
そ
の
際

に
は
湖
南
市
の
市
民
課（
東
庁
舎
）

ま
た
は
市
民
生
活
課（
西
庁
舎
）が

発
行
す
る「
居
住
証
明
書
」の
提
示

が
必
要
で
す
。
投
票
日
当
日
ま
で

に「
居
住
証
明
書
」の
交
付
を
受
け

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
県
内
の
市
町
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
12
月
30
日
以

降
か
ら
投
票
日
ま
で
に
本
市
か
ら

県
内
の
他
市
町
へ
転
出
し
た
人
お

よ
び
転
出
予
定
の
人
は
、
新
住
所

地
の
市
役
所（
町
役
場
）が
発
行
す

る「
居
住
証
明
書
」を
提
示
し
て
、

本
市
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※
平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
県

内
の
異
な
る
市
町
へ
2
回
以
上

異
動
し
た
場
合
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

  

投
票
所
入
場
券

　

選
挙
人
の
確
認
と
投
票
事
務
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、
必
ず
投

票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
、
入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
を
な
く

し
た
場
合
で
も
、
投
票
日
当
日
、

本
人
が
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出

る
と
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

期
日
前
投
票

■
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人

・
自
営
業
な
ど
の
人
や
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
予
定
が
あ
る
人

・
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私

用
で
、
投
票
日
に
投
票
所
に
行

け
な
い
人

・
病
気
や
け
が
、
妊
娠
で
入
院
す

る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
投
票

日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人

・
引
っ
越
し（
転
出
）な
ど
を
し
て
、

県
内
の
他
の
市
町
に
住
ん
で
い

る
人

■
期
間　

3
月
31
日（
土
）～
4
月

7
日（
土
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

　
（
東
西
両
庁
舎
と
も
）

■
場
所

　
（
東
庁
舎
）3
階
第
2
会
議
室

　
（
西
庁
舎
）1
階
ロ
ビ
ー

■
持
ち
物　

投
票
所
入
場
券

※
選
挙
権
を
有
す
る
人
で
あ
っ
て

も
、
昭
和
62
年
4
月
1
日
か
ら

同
年
4
月
8
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
は
、
誕
生
日
の
前
々
日
ま

で
は
期
日
前
投
票
は
で
き
ま
せ

ん
。
誕
生
日
の
前
々
日
以
前
に

投
票
す
る
場
合
は
、
東
庁
舎
3

階
の
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票（
3
月
31
日
～
4
月

7
日
）を
し
て
く
だ
さ
い（
西
庁

舎
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
）。

※
昭
和
62
年
4
月
9
日
生
ま
れ
の

人
は
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所

で
の
み
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

  

郵
便
投
票

◎
郵
便
投
票
が
で
き
る
人

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
や
要
介
護
状
態
区
分
が
要

介
護
5
の
人
の
た
め
に
、
自
宅
で

投
票
を
行
い
、
郵
便
で
投
票
用
紙

を
送
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

実
際
に
郵
便
に
よ
る
投
票
を
行

う
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
手
続
き
な
ど
に

日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
に
お
け
る
代
理
記
載
制
度
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
あ
ら
か
じ

め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
方
法

　

選
挙
の
期
日
前
4
日（
4
月
4

日
）ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

投
票
用
紙
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

  

開
票

　

投
票
日
の
午
後
9
時
15
分
か
ら

共
同
福
祉
施
設（
サ
ン
ラ
イ
フ
甲

西
）2
階
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

一
般
参
観
で
き
ま
す
が
、
場
内
で

は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

湖
南
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総

務
課
内
）〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
5
7

　

任
期
満
了
に
よ
る
滋
賀
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
4
月
8
日（
日
）投
・
開
票
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
棄
権
の
な

い
よ
う
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

まちが
すき

願いよ
とどけ

投票日
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　市では昨年11月から、災害情報や不審者情報、学
校連絡などを携帯電話やパソコンへメールで配信す
るサービスを実施しています。
　アンケート機能などを備えた新しいシステムへ4月
から変更するため、現在登録中の人や新たに配信を
希望する人は下記のとおり新システムへの登録手続
きをお願いします。

            新しいメール配信サービス

「湖南 Town-Mail」をご利用ください
  配信する情報

▼不審者情報…不審者が現れた地域や不審者の特徴な
どの情報をお届けします。原則として平日の午前８
時30分から午後５時15分の間に配信します。
▼災害情報…避難勧告、土砂災害警報、河川警戒水位、
震度4以上の地震などの情報を随時お届けします。

  利用上の注意

▼登録は無料です。ただし、登録・退会、メール受信
にかかる通信料・パケット通信費は、登録者の負担
となります。
▼携帯電話の電波状態や通信事業者のシステムなどの
条件によって、着信に障害が発生する場合がありま
す。
▼災害情報は、その性質上、夜間（深夜）に配信される
場合があります。
▼登録の際に集めた個人情報は、メール配信の目的以
外に使用することはありません。
▼メール配信時にエラーになった場合は、エラー発生
時から１か月後に登録を解除します。メールアドレ
スを変更した場合は、速やかに個人管理画面の「5. 自
分の登録内容を変える」から変更してください。

まずは会員登録を

①メール配信を受ける携帯電話
またはパソコンから、URL：
www.konan.town-mail.
comを入力し、Town-Mail
のトップページに接続
※バーコード読み取り機能が
使える場合
はこのＱＲ
コードから
アクセスし
て く だ さ
い。

②「1. 会員登録」を
クリック

③「会員お申し込み」をクリックし、会員登録画面で
任意のユーザー名（半角20文字、全角10文字まで。
絵文字不可）とパスワード（半角数字3文字以上10
文字以内）を入力し、「決定」ボタンをクリック、次
の確認画面で「登録」ボタンをクリック

④会員登録完了（この画面を
　Bookmark しておくと便利）

⑤個人管理画面
の「3.新しいグ
ループに入る」
をクリック

⑥グループ名の
選 択 画 面 で、
「災害情報」「不
審者情報」の
いずれか登録
したいグループを選び、「グルー
プ選択」ボタンをクリック
※両方に登録する場合は、⑤⑥を繰
り返してください。

■問い合わせ先　
　政策秘書課広報・広聴担当
　�71◦2300　
　Eメール：kouhou@city.
　konan.shiga.jp

登録したいグループに参加
学校・幼稚園の連絡メールに
登録している人
　新年度の登録方法などは、4月
下旬に別途各学校・幼稚園を通じ
て保護者の皆さんにお知らせする
予定です。

4月から

新システムへの登録は
３月24日（土）受付開始

旧システムの登録は３月30日（金）
午後５時に解除します
　現在配信中の災害情報・不審者情報の安心安全メー
ルや学校・幼稚園の連絡メールに登録している人の
情報はすべて削除し、登録を解除します。
※昨年の「広報こなん」11月号で、安心安全メール
に登録した人の登録期間は無期限とする旨をお知
らせしましたが、システムの切り替えにより改め
て登録していただく必要が生じました。ご了承く
ださい。
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６
回
目
の
今
月
は
、
少
し
過
激
で
す

が
、
合
併
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
レ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
ず
全
市
に
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ

た
も
の
と
し
て
、
発
達
障
が
い
支
援
や

ふ
る
さ
と
防
災
チ
ー
ム
の
設
置
、
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
の
活
動
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て

は
、
三
雲
石
部
連
絡
道
路
事
業
、「
湖

南
三
山
」や
菩
提
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
計
画
、
外
国
人
児
童
対
策
な
ど

が
動
い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
地
域
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
町
で
は
な

く
、
市
と
し
て
の
対
応
で
す
の
で
、
対

外
的
な
発
言
力
も
強
ま
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
運
賃
は
旧
甲
西
町
で
一
部
値
上

げ
と
な
り
ま
し
た
が
、
運
行
ル
ー
ト
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。
水
道
料
金
は
旧
石

部
町
で
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
旧
式
施
設
で
あ
っ
た
も
の
を
順

次
安
全
な
施
設
に
直
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
合
併
で
は
過
去
の
課
題
も
解

決
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

旧
石
部
町
域
に
お
い
て
は
、
数
多
い

市
営
住
宅
の
対
応
に
力
を
割
け
る
よ
う

に
な
り
、
雨
漏
り
が
ひ
ど
い
棟
の
屋
根

を
順
次
改
修
し
て
い
ま
す
。

　

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー
を
病
院
か
ら
入

院
可
能
な
診
療
所
へ
と
変
更
し
、
院
長

先
生
以
下
関
係
者
が
努
力
し
た
結
果
、

年
１
億
５
千
万
円
必
要
だ
っ
た
税
金
か

ら
の
繰
入
金
を
来
年
度
は
６
千
万
円
ま

で
削
減
し
、
さ
ら
に
夜
間
診
察
時
間
を

延
ば
す
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
石
部
町
域
の
市
道
の
多
く

は
下
水
道
工
事
終
了
後
の
舗
装
復
旧
工

事
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
計

画
的
に
舗
装
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

旧
甲
西
町
域
で
は
、
三
雲
駅
南
側
市

有
地
の
取
得
資
金
の
返
済
が
あ
と
２
年

で
終
了
し
ま
す
し
、
用
地
取
得
の
め
ど

な
く
始
ま
っ
た
甲
西
南
部
ほ
場
整
備
事

業
も
、
由
良
谷
川
改
修
や
広
域
農
道
な

ど
の
事
業
と
絡
め
、
よ
う
や
く
地
権
者

の
皆
さ
ん
に
合
意
を
い
た
だ
き
、
三
雲

石
部
連
絡
道
路
に
接
続
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

懸
案
で
あ
っ
た
甲
西
橋
の
架
け
替
え

や
小
中
学
校
の
耐
震
工
事
も
合
併
特
例

債
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
、
石
部
中
学
校
改
修
や
柿
ヶ
沢

公
園
の
整
備
資
金
も
今
後
湖
南
市
が
返

済
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

同
様
に
、
下
田
地
先
や
三
雲
地
先
で

最
終
段
階
に
入
っ
て
き
ま
し
た
下
水
道

整
備
も
、
湖
南
市
と
し
て
の
事
業
と
な

り
ま
す
。

　

合
併
の
効
果
は
す
ぐ
に
出
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
度
も
さ
ら
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

No.6

Report
ま
ち
づ
く
り

最
前
線
レ
ポ
ー
ト

谷
畑
市
長
の

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に

関
す
る
施
策
の
計
画
的
な
推
進
の

た
め
、
必
要
な
検
討
や
協
議
を
行

う「
湖
南
市
障
が
い
者
施
策
推
進
協

議
会
」を
設
置
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
踏
ま
え
た
協
議
や
検
討
が
で

き
る
よ
う
、
協
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
人

①
障
が
い
者
の
福
祉
に
関
心
を

持
ち
、
広
い
視
野
で
意
見
や
提

案
を
し
て
い
た
だ
け
る
市
内
在

住
の
20
歳
以
上
の
人

湖
南
市
障
が
い
者
施
策
推
進
協
議
会
委
員
募
集

②
年
1
回
程
度
の
協
議
会
に
出

席
で
き
る
人

■
募
集
人
員　

2
人

■
委
嘱
期
間　

3
月
～
平
成
21
年

3
月

■
応
募
方
法　

3
月
14
日（
水
）ま

で
に
、
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ

い
て
の
考
え
や
思
い
を
4
0
0

字
程
度
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト

と
、
市
障
が
い
者
施
策
推
進
協

議
会
委
員
応
募
申
込
書
を
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
レ

ポ
ー
ト
の
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。

※
申
込
書
は
、
社
会
福
祉
課
、
保

健
福
祉
課（
石
部
保
健
セ
ン

タ
ー
）、
各
出
張
所
に
備
え
付

け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
申
込
書
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

■
選
考
結
果　

3
月
中
旬
に
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

応
募
に
要
す
る
費

用
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

〔
東
庁
舎
〕（
〒
5
2
0

−

3
2
8

　

8
住
所
記
載
不
要
）

�
71
◦
2
3
6
4

�
72
◦
3
7
8
8

　

Ｅ
メ
ー
ル
：fukushi@

city.
konan.shiga.jp

　

市
で
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
学

校
図
書
館
支
援
セ
ン
タ
ー
推
進
事

業
の
指
定
を
受
け
、
調
査
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
構
成
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

司
書
ま
た
は
司
書

教
諭
の
資
格
を
持
ち
、
本
事
業

の
趣
旨
を
理
解
し
て
市
民
の
立

場
か
ら
意
見
・
提
案
を
し
て
い

た
だ
け
る
人

■
募
集
人
員　

１
人

■
任
期　

４
月
１
日
～
平
成
20

年
３
月
31
日（
５
回
程
度
の
会

議
を
行
い
ま
す
）

■
応
募
方
法　

3
月
23
日（
金
）ま

で
に
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

学
校
教
育
課
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

■
選
考
方
法

　

面
接
・
書
類
審
査

※
面
接
日
は
後
日
、
応
募
者
に

連
絡
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課〔
西
庁
舎
〕（
〒
5

　

2
0

−

3
1
9
5
住
所
記
載
不

　

要
）　　
　

 

�
77
◦
7
0
1
1

「
学
校
図
書
館
支
援
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
」

に
係
る
調
査
研
究
会
議
構
成
委
員
募
集
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■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
住

宅
○
市
内
在
住
の
人
が
所
有
す
る
市

内
の
木
造
住
宅
で
、
木
造
軸
組

工
法
の
も
の

※
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
、
枠
組
壁
工
法

（
２
×
４
工
法
）、
丸
太
組
工
法

は
対
象
外
で
す
。

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
て
い
る
も
の

○
２
階
建
て
以
下
の
も
の

○
延
べ
床
面
積
が
3
0
0
㎡
以
下

で
、
そ
の
半
分
以
上
が
住
宅
の

用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の

■
調
査
内
容

　

市
が
委
託
し
た
耐
震
診
断
員
が

対
象
の
住
宅
を
訪
問
し
、
聞
き
取

り
や
間
取
り
の
確
認
、
床
下
や
天

井
裏
を
見
る
と
い
っ
た
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。

　

診
断
結
果
を
ま
と
め
て
か
ら
後

日
再
訪
問
し
、
結
果
の
説
明
を
し

ま
す
。

■
申
込
方
法

　

建
築
時
期
の
分
か
る
書
類（
建
築

確
認
通
知
書
・
登
記
済
証
な
ど
）と

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
都
市
計

画
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
予
約
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は

「
耐
震
診
断
希
望
」
と
明
記
し
、

必
ず
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、

住
宅
の
所
在
地
、
建
築
年
次
、

延
べ
床
面
積
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
対
象
者
に
は
、
後
日
正

式
に
申
し
込
み
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
平
成
19
年
度
予
定
件
数

　

1
0
0
件

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課
建
築
担
当〔
東
庁

舎
〕（
〒
5
2
0

−

3
2
8
8
住

所
記
載
不
要
）� 

71
◦
2
3
3
6

� 

72
◦
7
9
6
4

　

Ｅ
メ
ー
ル
：tokei@

city.konan.

　

shiga.jp

☆
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、

危
険
性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た

住
宅
に
つ
い
て
改
修
工
事
費
の

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
都
市
計
画
課
建
築
担

当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
耐
震
性
に
不
安
の
あ
る
住
宅
を
対
象
に
、「
木

造
住
宅
耐
震
診
断
員
」に
よ
る
無
料
の
耐
震
診
断
を
４
月
か

ら
実
施
し
ま
す
。

　甲西橋は昭和33年に建設されてから半世紀近くの
年月が経ち、極めて老朽化した状態となっています。
　今回、国から事業認定を得て、架け替え工事に着
手します。竣工は平成22年５月の予定です。
　この間、甲西橋は全面通行止めになります。工事
期間中、甲西大橋を安心安全な迂回路とするため、
周辺道路の補修整備を行い、良好な道路状態を確保
していきます。
　大変長い間ご不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。
■問い合わせ先
　建設課建設担当〔東庁舎〕　�71◦2334

無料耐震診断を行います！
グラッときたときあなたの家は大丈夫ですか？

甲西橋の架け替え工事が始まります甲西橋の架け替え工事が始まります甲西橋の架け替え工事が始まります甲西橋の架け替え工事が始まります甲西橋の架け替え工事が始まります甲西橋の架け替え工事が始まります甲西橋の架け替え工事が始まります甲西橋の架け替え工事が始まります

４月２日から 甲西橋通行止め

農地法の許可申請書の
受付締切日が変わります

　これまで滋賀県知事が許可権者であった次の権限
が、４月１日付で市長に委譲されます。それに伴い、
さらに市長から委任を受けて市農業委員会が許可す
ることになりました。
　そのため、総会の開催日を毎月下旬（25日ごろ）
から上旬（５日ごろ）に変更し、それに合わせて各許
可申請書の締切日も３月から変更します。

��申請書受付締切日

これまで　　　　 ３月から
毎月10日　→　毎月20日　
��市農業委員会で許可することになったもの

・�市街化区域以外の農地を転用するとき（転用面積が
２ha以下）
・�市外の人が湖南市内の農地を取得したり、借りた
りするとき
・農地の賃貸借の契約を解約するとき
■問い合わせ先
　農業委員会事務局（農林課内）〔東庁舎〕
　�71◦2362
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4月1日から

コミュニティバス

運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し

◆
め
ぐ
る
く
ん

・ 

③
便（
石
部
駅
午
前
7
時
37
分

着
）、⑤
便（
石
部
駅
午
前
8
時
18

分
着
）は
、
西
方
向
か
ら
旧
東
海

道
へ
進
入
し
て
く
る
通
過
車
両

が
多
い
た
め
、
バ
ス
が
立
ち
往
生

す
る
こ
と
が
多
く
危
険
で
す
。
安

全
運
行
の
た
め
に
県
道
バ
イ
パ

ス（
長
寿
寺
本
堂
線
）を
迂
回
運

行
し
ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
号（
ひ
ば
り
ヶ
丘
線
）

・ 

①
便（
甲
西
駅
北
口
午
前
7
時

着
）、②
便（
甲
西
駅
北
口
午
前
8

時
16
分
着
）は
、
通
勤
・
通
学
時

間
帯
の
バ
ス
の
遅
延
防
止
の
た

め
花
園
東
口
、
岩
根
小
学
校
を
経

由
せ
ず
、
岩
根
西
口
か
ら
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
直
行
す
る
ル
ー
ト
に

変
更
し
ま
す
。

・ 

⑨
便（
甲
西
駅
北
口
午
後
5
時
10

分
発
）、
⑩
便（
甲
西
駅
北
口
午

後
6
時
30
分
発
）は
、
岩
根
小
学

校
、
花
園
東
口
を
経
由
せ
ず
、
保

健
セ
ン
タ
ー
か
ら
岩
根
西
口
へ

直
行
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
し
ま

す
。

◆�

ふ
れ
あ
い
号（
医
療
セ
ン
タ
ー

ル
ー
ト
）

　

1
日
6
便
の
運
行
で
利
用
が
1

日
平
均
2
人
と
少
な
い
た
め
、
利

用
者
の
増
加
を
図
り
、
⑤
便
、
⑥

便
の
み
次
の
と
お
り
医
療
セ
ン

タ
ー
か
ら
甲
西
駅
北
口
行
き
の
運

行
ル
ー
ト
を
変
更
し
ま
す
。

〔
現
行
ル
ー
ト
〕

　

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー
→
西
柑
子

袋
→
農
道
柑
子
袋
→
甲
西
駅
北
口

〔
改
正
ル
ー
ト
〕

　

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー
→
西
柑
子

袋
→
農
道
柑
子
袋
→（
国
道
経
由
）

新
柑
子
袋
→
甲
西
駅
北
口

　

市
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
や
、「
湖
南
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
考
え
る
市
民
会
議
」で
の
意
見
を
も

と
に
、
4
月
1
日
か
ら
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
を
一
部
改
正
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
を
盛
り
込
ん
だ
時
刻
表
と
運
行
系
統
図

は
3
月
下
旬
か
ら
バ
ス
車
内
、
回
数
券
・
定
期
券
の
販
売
窓
口

に
備
え
付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　市コミュニティバス「ふれあい号」「めぐるくん」は、通勤・通学、通院
や買い物など、市民の皆さんの日常生活を支える重要な役割を担ってい
ます。特に高齢者や障がい者などバスのほかに移動手段を持たない人に
とって、コミュニティバスはなくてはならない大切な交通手段です。今
後も、高齢化社会の進展などにより、コミュニティバスの必要性はます
ます増加するものと思われます。

　コミュニティバスの運行にかかる経費は、平成17年度で年間約1億3千万
円、一方運賃などの収益は約7千500万円でした。収支は年間約5千500万円
の赤字となっており、市や県の補助金で補てんしています。この赤字額は、
市民の皆さんに1人年間5回使用していただくと解消される額です。
　今後もコミュニティバスを継続して運行していくために、1人でも多くの
人に通勤・通学、通院、地域や老人クラブの行事などに利用していただき
収入を増やすことが、より充実したバス路線の維持や確保につながります。

年間5千500万円の赤字

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当

〔
東
庁
舎
〕
�
71
◦
2
3
1
1

問
い
合
わ
せ
先

みんなでコミュニティバスを
利用しましょう！

　お出かけの際はぜひコミュニティバス「ふれあい号」「めぐるくん」
をご利用ください。

運
行
ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
を
一
部
改
正
し
ま
す

Ｊ
Ｒ
草
津
線
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

う
ダ
イ
ヤ
調
整

　

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
て
、
三
雲
駅
、
甲
西
駅
、
石

部
駅
で
の
接
続
ダ
イ
ヤ
を
調
整
し

ま
す
。
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消費者
悩みの相談室

折
り
込
み
ち
ら
し
の
甘
い
誘
惑
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

　
　
　

新
聞
の
折
り
込
み
ち
ら
し

　
　

で「
低
金
利
の
お
ま
と
め
ロ
ー

ン
」が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
利
用

し
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

　　

20
％
を
超
す
金
利
で
数
社
か
ら

借
金
が
あ
る
場
合
、
低
金
利
で
借

金
を
一
本
化
す
る「
お
ま
と
め
ロ
ー

ン
」は
魅
力
的
な
商
品
で
す
。
し
か

し
、
慌
て
て
飛
び
つ
く
の
は
危
険

で
す
。
次
に
挙
げ
る
項
目
は
す
べ

て
要
注
意
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
　

極
端
な
低
金
利

　

銀
行
系
の
会
社
で
あ
っ
て
も
無
担

保
・
無
保
証
で
は
金
利
は
15
～
18
％

で
す
。
名
前
も
知
ら
な
い
よ
う
な
会

社
が
一
け
た
台
の
金
利
で
貸
し
付
け

を
行
え
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
低

す
ぎ
る
金
利
は
、
お
と
り
の
金
利
で

あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
う
ま
い

話
に
は
必
ず
裏
が
あ
る
と
思
っ
た
ほ

う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
　

無
担
保
で
高
額
の
融
資

　
「
審
査
の
結
果
、
当
社
で
は
貸
せ
な

い
の
で
貸
し
て
く
れ
る
会
社
を
紹
介

す
る
」
と
言
っ
て
高
額
の
紹
介
料
を

要
求
す
る
い
わ
ゆ
る
紹
介
屋
や
、「
貸

す
に
は
保
証
金
が
必
要
」
と
言
っ
て

保
証
金
を
振
り
込
ま
せ
た
あ
と
、
連

絡
が
と
れ
な
く
な
る
融
資
保
証
金
詐

欺
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
他
社
で

断
ら
れ
た
人
も
Ｏ
Ｋ
」
な
ど
と
無
条

件
に
低
金
利
で
高
額
の
融
資
を
す
る

と
宣
伝
し
て
い
る
の
も
違
法
業
者
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

ち
ら
し
の
連
絡
先
が
携
帯

電
話
の
番
号
の
み

　

ち
ら
し
や
広
告
に
は
住
所
・
正
式

名
・
電
話
番
号（
固
定
電
話
か
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
。
携
帯
番
号
の
み
の
掲
載

は
違
法
）・
貸
金
業
登
録
番
号
な
ど
の

表
示
義
務
が
あ
り
ま
す
。

○　
　
　
　
　

○

　

以
上
の
項
目
は
違
法
業
者
を
見

分
け
る
目
安
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
前
に
ま
ず
、
借
金
返
済
の
た
め

に
借
金
を
重
ね
る
の
を
や
め
て
く

だ
さ
い
。
一
般
的
に
、
毎
月
の
返

済
額
が
月
収
の
２
割
を
超
え
る
と

返
済
は
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
返
済
計
画
が
う
ま
く
立
て
ら

れ
な
く
な
っ
た
ら
早
め
に
専
門
の

法
律
家
に
相
談
し
、
債
務
整
理
を

考
え
ま
し
ょ
う
。
自
己
破
産
も
債

務
整
理
の
方
法
で
す
が
、
ほ
か
に

も
方
法
は
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
か
ら
借
金
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
人
は
、
本
当
に
必
要

な
お
金
な
の
か
も
う
一
度
よ
く
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
特
に
未
成

年
者
は「
貯
ま
る
ま
で
我
慢
す
る
」

「
あ
き
ら
め
る
」と
い
う
選
択
肢
も

あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

《
加
入
方
法
》

◎
平
成
17
年
度
、18
年
度
の
ど
ち
ら

か
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

　

1
月
下
旬
に
郵
送
に
て
お
届
け

し
た
ピ
ン
ク
色
の
加
入
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
掛
金（
1
人
5
0
0

円
）を
添
え
て
、
各
取
扱
金
融
機
関

窓
口
ま
た
は
安
心
安
全
課
、市
民
生

活
課
、各
出
張
所
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

相談

◎
平
成
17
年
度
、18
年
度
共
に
加
入

し
て
い
な
い
世
帯
や
新
た
に
湖

南
市
に
転
入
し
た
世
帯
な
ど

　

安
心
安
全
課
、
市
民
生
活
課
、
各

出
張
所
に
備
え
付
け
の
加
入
申
込

書
に
記
入
し
、掛
金
を
添
え
て
そ
の

場
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。金
融

機
関
で
の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ

ん
。

3
チェック

2
チェック

1
チェック

■
共
済
期
間　

4
月
1
日
～
平
成

20
年
3
月
31
日

※
途
中
申
し
込
み
の
場
合
、共
済
期

間
は
申
込
日
の
翌
日
か
ら
平
成

20
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。こ
の

場
合
も
掛
金
は
1
人
5
0
0
円

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○ 

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当〔
東

庁
舎
〕　       

�
71
◦
2
3
2
5

○
市
民
生
活
課
地
域
生
活
担
当〔
西

庁
舎
〕          

�
77
◦
3
1
0
1

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
の
程
度（
入
通
院
日
数
）に
よ
り

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。“
も
し
も
”の
交
通
事
故
に
備
え
て
、
家
族
み
ん
な

で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
申
し
込
み
は
お
済
み
で
す
か
？

◎運動の重点
①子ども、特に新入学（園）児に対する交通安
全教育・指導の徹底
②子どもを守る安全運転の励行
③通学・通園路の安全確保の推進

◇学校、幼稚園・保育園や公園などの近くを通
るときや子どもを見かけたときは、その動き
に十分注意し、徐行するなど安全と思いやり
のある運転を心がけましょう。

◇違法駐車や迷惑駐車は、通行車両や歩行者の
見通しを妨げ、車の陰からの飛び出し事故の
原因となるのでやめましょう。

◇6歳未満の子どもを自動車に乗車させるとき
は、チャイルドシートを正しく着用させま
しょう。また、6歳以上の子どもを同乗させ
る場合には、体格などに応じて学童用のチャ
イルドシートを活用しましょう。

交
通
災
害
共
済

加
入
申
し
込
み
受
付
中

平成19年
度新入学（園）児の

交通事故防止運動
３月15日（木）〜４月15日（日）

■問い合わせ先　安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕���71◦2360

市内の事故発生状況 （平成19年1月末日現在）

人身事故
発生件数 負傷者数 死者数 物損事故

発生件数

1月の事故状況 27 30 0 127

前年対比 3 1 0 −73
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現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証（
保
険
証
）は
、
3
月

31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
て
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
保
険
証

（
一
般
の
保
険
証
は
う
ぐ
い
す
色
、

退
職
者
の
保
険
証
は
ク
リ
ー
ム
色
）

は
、3
月
末
ま
で
に
配
達
記
録
郵
便

で
自
宅
へ
送
付
し
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
は
必
ず
新
し
い

保
険
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
け
取
り
の
際
に
は
、受
領
印
が

必
要
と
な
り
ま
す
。家
を
留
守
に
す

る
な
ど
し
て
、郵
便
局
か
ら
不
在
通

知
を
受
け
取
っ
た
と
き
は
、そ
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。保
険
証
が

届
い
た
ら
記
載
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た

古
い
保
険
証
は
、市
民
課
ま
た
は
市

民
生
活
課
へ
返
却
し
て
い
た
だ
く

か
、各
自
で
責
任
を
持
っ
て
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
も
な

く
国
民
健
康
保
険
税
を
長
期
に
わ

た
っ
て
滞
納
し
て
い
る
人
は
、納
付

相
談
と
保
険
証（
※
短
期
被
保
険

者
証
）の
更
新
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
別
途
、更
新
手

続
き
の
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

※
短
期
被
保
険
者
証

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
人
に
交
付
さ
れ
る
有
効
期
間

の
短
い
保
険
証
で
す
。国
保
の
給
付

は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、更
新
ご
と
に

市
役
所
で
納
付
相
談
な
ど
が
行
わ

れ
、国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。国
民

健
康
保
険
税
が
完
納
さ
れ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、通
常
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
、
お
忘
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

3
月
・
4
月
は
、
就
職
や
退
職
な

ど
が
多
い
時
期
で
す
。国
民
健
康
保

険
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の
手
続
き

が
必
要
な
人
は
、届
け
出
に
必
要
な

も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、早
め
に
市

民
課
ま
た
は
市
民
生
活
課
の
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
国

民
健
康
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
届
け
出
の
日
ま
で
に
支

払
っ
た
医
療
費
は
、い
っ
た
ん
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

★
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
て
、す
で

に
国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、国
保
の
保
険

証
を
使
っ
て
医
療
機
関
に
か
か

る
と
、国
保
で
負
担
し
た
分
の
医

療
費
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
市
民
課
国
保
年
金
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　

�
71
◦
2
3
2
4

○
市
民
生
活
課
国
保
担
当〔
西
庁

舎
〕　　
　
　

�
77
◦
7
0
1
5

こんなとき 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

ほかの市区町村から転入したとき → 転出証明書・印鑑

ほかの健康保険などを脱退したとき → 健康保険の離脱証明書・印鑑

生活保護を受けなくなったとき → 保護廃止決定通知書・印鑑

子どもが生まれたとき → 母子健康手帳・保険証・印鑑

外国籍の人が加入するとき → 外国人登録証明書

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

ほかの市区町村へ転出したとき → 保険証・印鑑

ほかの健康保険などに加入したとき → 国保の保険証と加入した健康保
険などの保険証・印鑑

生活保護を受け始めたとき → 保護開始決定通知書・保険証・
印鑑

死亡したとき → 死亡を証明するもの・保険証・
印鑑

そ　
　
　

の　
　
　

他

退職者医療制度に該当したとき → 年金証書・保険証・印鑑

退職者医療制度に該当しなくなった
とき → 保険証・印鑑

住所・世帯主・氏名などが変わった
とき → 保険証・印鑑

保険証をなくしたり、汚して使えな
くなったりしたとき → 身分を証明するもの・保険証・

印鑑

修学のため、子どもがほかの市区町
村に住むとき → 在学証明書・保険証・印鑑

長期出張・旅行などで別個の保険証
が必要なとき → 保険証・印鑑

4
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
で
受
診
を
！

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

見
本
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●改善しよう！生活の中での危険な習慣
　火災の多くが「ついうっかり」「このくらいなら大丈夫」
など危険意識の欠如や慣れからくる過信などの人的要因か
ら発生しています。
　次の点に注意することで、出火危険の90％以上は回避
することができます。
〇寝たばこを絶対にしない、させない
〇揚げ物中はその場を離れない
〇ストーブを衣類乾燥に使わない
〇ストーブをつけたままで就寝しない
〇給油はいったん火を消してから

●防災訓練経験がパニックを防ぐ
　火災という異常事態の中では、いつもならなんでもない
ことも、思うようにできないものです。初期消火に手間取
ると、有毒ガスを含んだ煙を吸い込んで意識が遠のき、身
体の自由も利かなくなり逃げ遅れから死につながります。
地域の防災訓練に家族ぐるみで毎回参加することで速く確
実な対処ができるようになり、避難時期も的確に判断でき
るようになります。

●実際の火災を想定した避難訓練の実践
　実火災では、自分の手の先も見えないほどの煙の中を逃
げます。１階の台所からや就寝中の２階の寝室からなどさ
まざまな場所での出火を想定し、目隠し、手探りで避難す
る訓練を行うことも必要です。避難口の上に物が置いて
あったり障害物でドアが開かないなどの不備は、直ちに改
善することが必要です。

〔
火
災
件
数
〕

　

平
成
18
年
中
の
湖
南
市
で
の
火

災
件
数
は
、前
年
よ
り
2
件
増
加
の

23
件
で
し
た
。

　

内
訳
は
建
物
火
災
4
件
、車
輌
火

災
7
件
、野
洲
川
親
水
公
園
と
河
川

敷
を
含
む
4
万
4
千
㎡
が
燃
え
た

火
災
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
火

災
12
件
で
、建
物
火
災
は
昨
年
よ
り

7
件
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
救
急
件
数
〕

　

平
成
18
年
中
の
湖
南
市
で
の
救

急
件
数
は
1
千
6
2
1
件
で
、前
年

よ
り
11
件
の
増
加
で
し
た
。

　

全
国
的
に
も
救
急
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
救

急
車
の
現
場
到
着
も
遅
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た「
無
料
で
行
け
る
」、

「
病
院
で
待
つ
の
が
嫌
だ
」な
ど
の

理
由
で
緊
急
性
が
な
い
場
合
に
も

出
動
を
要
請
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
が
本
当
に
必
要
な
人
の

た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
賀
広
域
行
政
組
合
湖
南
中
央

消
防
署　
　

�
72
◦
0
1
1
9

平
成
18
年

火
災
救
急
統
計

●火災から大切な命を守るために住宅用火災警
報器を設置しましょう

　消防法の改正に伴い、新築住宅では平成18年６月１日
から、既存住宅は平成23年６月１日までに共同住宅を含
む全ての住宅に対して住宅用火災警報器の設置が義務づけ
られました。住宅用火災警報器は、火災発生に伴う熱や煙
を感知してブザーなどで危険を知らせるもので、火災の早
期発見に非常に役立つ防災機器です。

【悪質な訪問販売などに注意！】

　住宅用火災警報器の設置義務化に伴い、高額な商品
を強引に販売する業者が横行しています。消防署や市
が火災警報器を直接販売することはありません。
　住宅用火災警報器は、クーリング・オフの対象であ
り、契約後一定の期間は契約の解除が認められていま
す。悪質訪問販売と疑わしい事例に遭遇した場合は、
市の消費生活相談窓口（�71◦2360）へご相談くだ
さい。
　また、住宅用火災警報器に関することは、最寄りの
消防署や住宅用火災警報器相談室（�0120◦565◦
911）へご相談ください。

甲賀広域行政組合消防本部
〇予防課　　　　　　　　　　　�63◦7932
〇湖南中央消防署　　　　　　　�72◦0119
〇湖南中央消防署湖南石部分署　�77◦2119

問
い
合
わ
せ
先

　３月１日から７日までの７日間にわたり、全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。
春先は空気も乾燥していて火災が起きやすいうえに、春一番という強い南風が吹き荒れるこ
とがしばしばあり、大火になりやすい時季です。大切な命や財産を火災によって失うことの
ないようこの運動を機会に、家庭で・職場で・地域で火災予防対策に取り組みましょう。

『消さないで�あなたの心の�注意の火。』（全国統一防火標語）

家庭で・職場で・地域で
　　　　　春の火災予防運動
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◎経済的虐待
　財産や金銭の無断使用や、
本人が望む金銭の使用を理由
なく制限するような行為

本人の貯金、不動産などを本
人の意思や利益に反して使う

た
と
え
ば

　

虐
待
と
聞
く
と
、
た
た
く
、

け
る
な
ど
の
暴
力
的
な
行
為
を

想
像
し
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

に
対
す
る
よ
う
に
接
す
る
、
本

人
の
年
金
を
無
断
で
使
う
、
必

要
な
介
護
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

理
由
な
く
制
限
し
た
り
使
わ
せ

な
い
な
ど
の
行
為
も
含
ま
れ
ま

す
。

　

ト
イ
レ
に
行
く
回
数
を
減
ら

す
た
め
に
水
分
を
控
え
さ
せ
る
、

外
出
す
る
と
危
な
い
と
思
い
玄

関
に
鍵
を
か
け
る
な
ど
、
一
見

す
る
と
本
人
の
た
め
を
思
っ
た

行
為
で
も
、
本
人
の
自
由
や
快

適
に
暮
ら
す
権
利
を
侵
害
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
虐
待
行
為
は
あ

く
ま
で
例
で
あ
っ
て
、
前
記
以

外
の
行
為
だ
か
ら
虐
待
で
は
な

い
と
定
義
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
高
齢
者
虐
待
は
言
葉

で
理
解
す
る
よ
り
も
、
高
齢
者

本
人
の
立
場
に
な
っ
て「
ど
う
感

じ
る
か
。
権
利
を
奪
っ
て
い
な

い
か
」を
考
え
て
み
る
と
、
そ
の

行
為
が
虐
待
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
ど
う
か
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。

　

ま
た
高
齢
者
虐
待
は
、
虐
待

さ
れ
て
い
る
本
人
や
虐
待
を
し

て
い
る
人
も「
虐
待
」と
認
識
し

て
い
な
い
こ
と
が
特
徴
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ

ば
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
虐
待

を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性

が
誰
に
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

な
ぜ
虐
待
が
起
こ
る
の

　　

な
ぜ
気
付
か
な
い
う
ち
に
虐

待
に
つ
な
が
る
行
為
を
し
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
。
老
い
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
、
若
い
こ
ろ

と
比
べ
て
身
体
の
動
き
も
緩
慢

に
な
り
、
普
段
の
生
活
の
な
か

で
も
他
者
の
助
け
を
必
要
と
す

る
場
面
が
出
て
き
ま
す
。
今
ま

で
で
き
て
い
た
こ
と
に
他
者
の

助
け
を
借
り
る
と
い
う
こ
と
は
、

な
ん
で
も
で
き
た
こ
ろ
と
比
較

し
て
し
ま
い
、
本
人
に
は
も
ち

ろ
ん
、
助
け
る
人
に
も
戸
惑
い

や
い
ら
だ
ち
が
生
じ
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
戸
惑
い
が
ス
ト
レ
ス

と
な
っ
て
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
失

い
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
互
い

に
傷
つ
け
あ
う
態
度
を
と
っ
て

し
ま
い
、
虐
待
に
つ
な
が
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
適
切
な
介
護
方
法
や

制
度
の
利
用
の
仕
方
を
知
ら
ず

に
、
不
適
切
な
対
応
を
し
て
し

ま
う
場
合
や
、
逆
に
介
護
を
熱

心
に
す
る
あ
ま
り
、
い
つ
の
ま

に
か
介
護
者
の
ペ
ー
ス
に
な
り

高
齢
者
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
場

合
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

虐
待
防
止
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

　

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
疲

れ
や
戸
惑
い
、
い
ら
だ
ち
を
感

じ
て
い
る
心
に
そ
っ
と
風
穴
を

開
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
第
一
歩

で
す
。

　

日
々
の
生
活
に
疲
れ
や
い
ら

だ
ち
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
や

そ
の
家
族
に
気
付
い
た
と
き
は
、

声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
何
か
助
け
を
求
め
て

い
た
ら
相
談
窓
口
に
つ
な
げ
て

く
だ
さ
い
。
周
り
か
ら
の
通
報

が
、
虐
待
を
受
け
る
高
齢
者
や

虐
待
を
し
て
い
る
人
を
救
う
鍵

と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
介
護
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　
�
71
◦
4
6
5
2

�
72
◦
3
7
8
8

高
齢
者
虐
待
の
こ
と

◎身体的虐待
　暴力行為などで身体に傷や
あざ、痛みを与えるような行
為。または外部と接触させな
いような行為

たたく、つねる、殴る、ける、
薬を過剰に与える、必要な医
療を受けさせない

た
と
え
ば

◎心理的虐待
　高圧的な言葉や態度、無視
や嫌がらせによって苦痛を与
えるような行為

子ども扱いする、どなる、の
のしる、無視する

た
と
え
ば

◎性的虐待
　本人の意思もなく性的な行
為を行ったり、強要したりす
るような行為

罰として下半身を裸にして放
置する、性的行為の強要

た
と
え
ば

◎介護や世話の放棄・放任
　介護や生活の世話を行っている
家族が、介護と世話を放棄するよ
うな行為

髪が伸び放題、衣服や身体が汚れ
ている、水分や食事を与えない、
本人の居室の温度調整を十分にし
ない

た
と
え
ば

ってください！！
　

急
速
に
進
む
高
齢
化
の
な
か
で
、
介
護

と
並
ん
で
虐
待
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
虐
待
は
徐
々
に
高
齢
者

の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
り
、
最
後
に
は
命
に

ま
で
も
関
わ
る
重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。

　

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
、
地
域
や

家
庭
で
一
緒
に
考
え
、
声
か
け
や
見
守

り
な
ど
気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

知
こんなことが
高齢者虐待と

いわれています
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健康　　知識豆健康　　知識豆
つまり、子どもには一番信頼できる存在である保護者から、
その子に合った丁寧な関わりをしてもらうことで、少しず
つ情緒の発達（人との信頼関係・褒めてもらうことで自信
をつけることなど）や、基本的な生活習慣（生活リズムや食
事・着替え・トイレットトレーニングなど）が身について
いくのです。
　その基本があってこそ、より広い外の世界（集団生活）で
も、その子その子のペースで、日ごろの力を安心して発揮
できるのです。なんだか信じられないような話かもしれま
せんが、このように家庭と園の生活は、実はひとつにつな
がっているのです。
　ただ、家庭と園で子どもへの対応方法が違うと、一番つ
らい思いをしたり困ったりするのは、子ども自身なのです。
こっちでは「ＯＫ」、あっちでは「だめ」と言われては、子
どもたちはどちらを信じてよいのか混乱します。
　では、子どもたちが混乱せずに楽しく生活するためのヒ
ントをいくつか紹介します。
①家での子どもの様子を日ごろからよく見ておき、サイン
を見逃さないようにしましょう
　　表情に元気がない、いつもとは違った言動があるなど
気になる姿があれば、園でも同じような姿がないか、先
生に聞いてみるとよいでしょう。
②園の先生とできるだけたくさん話しましょう
　　日ごろ、子どもの様子をよく見て関わっている先生と
何度も話していく中で、園での子どもたちの様子が分
かったり、先生の思いや対応方法も共有できて安心でき
るでしょう。日ごろ保護者が思っていること、悩んでい
ることなどを先生に話しておくのも大切でしょう。
③保護者と園の先生との足並みをそろえましょう
　　子どもたちが混乱しないよう、保護者と先生が同じ方
向を向いて協力し合うことがとても大切です。
　
　3回シリーズで発達の話を紹介しました。「子どもの姿
が捉えにくい、もっと楽しく子育て・生活するにはどうし
たら？」と悩んだときは、園や保健センターへ気軽にご相
談ください。お待ちしています。

　最近は、早くから子どもたちが
集団生活を体験するようになって
きましたが、保護者が「うちの子
どもにも保育園や幼稚園での集団
生活をさせたいな」と考える理由
はなんでしょうか。「共働きだか
ら」、「家の中だけの体験だとつま
らないから」、「生活習慣を身につけさせたいから」、「言
葉を増やしたいから」、「友達づくりも兼ねて社会性を身
につけさせたいから」など理由はさまざまでしょう。
　では園に通うだけで、言葉や生活習慣、社会性が自然
に身につくのでしょうか。「家でいくら繰り返し言っても
言うことを聞かないから、友達や園の先生に教えてもら
うのが一番いいわ！」と考えている保護者のかたも、最近
は少なくないようです。
　確かに園の集団生活では、家庭のように大人が子ども
の身の回りのことをせずに、子ども自ら身の回りのこと
をする場面が多いわけですから、日々繰り返し経験する
ことになります。
　また同年齢の友達との共同生活なので楽しく、分から
ない場面が出てきても、園の先生が繰り返し根気よくそ
の子に分かる言い方、接し方をしているので、子どもた
ちはとてもやる気になるでしょう。
　しかし、そんな楽しい園生活を過ごすには、まず一番
小さい社会の枠組みである家庭が基本になってきます。

家庭での生活と保育園や幼稚園での集団
生活は、実は一つにつながっている！？

知って得する

健康政策課 �72◦4008　保健福祉課 �77◦7008

子どもの発達③

◇
飼
い
主
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ

う

　

犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
は
飼
い
主

の
責
任
で
す
。
ふ
ん
の
放
置
は
、

周
囲
に
不
快
感
を
与
え
、
衛
生
的

に
も
問
題
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
携
帯
し
、必
ず
回
収
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
普
段
か
ら
適
正
な
飼

い
方
を
行
い
、
近
隣
へ
の
鳴
き
声

騒
音
や
悪
臭
が
な
い
よ
う
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

◇
危
険
！
放
し
飼
い
、
放
し
散

歩
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

犬
が
苦
手
な
人
の
気
持
ち
も
考

え
ま
し
ょ
う
。
飼
い
主
に
と
っ
て

は
か
わ
い
い
、
お
と
な
し
い
犬
で

も
、
ほ
か
の
人
に
は
怖
く
感
じ
ら

れ
、
犬
を
放
す
こ
と
は
そ
れ
だ
け

で
迷
惑
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

散
歩
の
際
は
必
ず
鎖
に
つ
な
ぎ
、

犬
を
十
分
制
御
で
き
る
人
が
連
れ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

室
内
や
庭
で
飼
っ
て
い
て
も
、

戸
や
門
が
開
い
た
と
き
に
飛
び
出

し
て
、
人
に
け
が
を
さ
せ
た
り
、

迷
子
に
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
避
妊
・
去
勢
手
術
の
す
す
め

　

子
犬
を
産
ま
せ
る
つ
も
り
が
な

い
な
ら
、
避
妊
・
去
勢
手
術
を
考

え
ま
し
ょ
う
。
手
術
す
る
こ
と
で

飼
い
や
す
く
な
り
、
問
題
行
動
の

防
止
に
も
な
り
ま
す
。

◇
愛
犬
の
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ

う

　

愛
犬
の
毎
日
の
世
話
を
す
る
な

か
で
、
健
康
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、

食
事
や
飼
育
環
境
に
つ
い
て
も
注

意
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
動
物
病
院

に
相
談
す
る
な
ど
、
適
正
な
方
法

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◇
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
必
要
で
す

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
登

録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
接
種
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

平
成
19
年
度
も
各
地
域
を
巡
回
し

て
実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
時
な
ど
詳
し
く
は「
広

報
こ
な
ん
」
４
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
保
全
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　

�
71
◦
2
3
2
6

最
後
ま
で
家
族
の
一
員
と
し
て

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

愛
犬
は
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
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平
成
19
年
度

◎
統
計
調
査
員
と
は
…

　

国
な
ど
が
行
う
各
種
統
計
調
査

に
お
い
て
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
点
検
な
ど
の
仕
事
を
行
う
人
を

「
統
計
調
査
員
」と
い
い
ま
す
。

　

調
査
現
場
の
最
前
線
に
あ
っ
て
、

世
帯
や
事
業
所
な
ど
の
調
査
対
象

と
直
接
や
り
と
り
を
行
う
最
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、調
査
実
施
の
つ

ど
期
間（
通
常
1
、
2
か
月
間
）を

定
め
て
任
命
さ
れ
る
特
別
職
の
非

常
勤
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
調
査

員
業
務
に
従
事
し
た
対
価
と
し
て

「
報
酬
」が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
活
動
中
に
災
害
に

あ
っ
た
場
合
は
、一
般
の
公
務
員
と

同
様
に
公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、調
査
対
象
と
な

る
世
帯
や
事
業
所
の
大
切
な
情
報

を
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、仕
事
に
あ

た
っ
て
は
強
い
責
任
感
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
「
統
計
法
」で
は
、
調
査
対
象
が

申
告
し
た
内
容
や
、そ
の
ほ
か
調
査

活
動
を
通
じ
て
知
り
得
た
秘
密
を

保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
お
り（
第
14
条
）、

秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
に
は
処
罰

さ
れ
ま
す（
第
19
条
の
2
）。
統
計

調
査
員
を
辞
め
た
後
で
も
こ
の
義

務
が
あ
り
ま
す
。

◎
登
録
期
間
は
…

　

4
月
1
日
～
平
成
20
年
3
月
31

日（
1
年
間
）

◎
登
録
要
件
は
…

・
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

・ 

税
務
・
警
察
・
選
挙
な
ど
に
直
接

関
係
の
な
い
人

・ 

調
査
時
に
知
り
得
た
秘
密
の
保

護
に
信
頼
の
お
け
る
人

◎
平
成
19
年
度
の
主
な
調
査
は
…

・
商
業
統
計
調
査

・
工
業
統
計
調
査

・
就
業
構
造
基
本
調
査　

な
ど

◎
仕
事
の
内
容
は
…

  

調
査
の
承
諾

　

調
査
実
施
の
1
～
3
か
月
前
に
、
統

計
担
当
者（
市
職
員
）が
電
話
な
ど
で
仕

事
を
依
頼
し
ま
す
。
承
諾
後
、
市
か
ら

県
へ
報
告
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

  

調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

　

調
査
の
内
容
お
よ
び
調
査
員
業
務
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
す
。

　  

受
け
持
ち
調
査
区
の
確
認

　

地
図
な
ど
を
も
と
に
指
定
さ
れ
た
区

域
を
巡
回
し
、
受
け
持
ち
範
囲
を
確
認

し
ま
す
。

  

調
査
票
の
配
布
と
記
入
依
頼

　

調
査
対
象
者
に
調
査
票
を
配
布
し
、

記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

   
調
査
票
の
回
収
・
点
検
・
整
理

　

記
入
さ
れ
た
調
査
票
を
回
収
し
、
記

入
漏
れ
な
ど
が
な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。

  

調
査
票
な
ど
の
書
類
を
提
出

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
企
画
・
統
計
担
当

〔
東
庁
舎
〕　
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Ｅ
メ
ー
ル
：kikaku@

city.kon
an.shiga.jp

　

毎
年
、
各
種
機
関
で
は
、
統
計
事
務
に

携
わ
っ
た
か
た
が
た
の
中
か
ら
、
そ
の
功

績
が
特
に
顕
著
な
団
体
ま
た
は
個
人
に

対
し
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、
湖
南
市
か
ら
7
人
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

　夏見・菩提寺・イワタニランドの各区では、区の健全な
発展を図ることを目的に、このたび自治会館の設備などを
整備しました。
　これは、宝くじの収益金を財源にした（財）自治総合セン
ターのコミュニティ助成事業の助成を受けて行ったもので、
物置・テント・会議机・折りたたみ椅子・複写機・書類保
管庫などを購入・設置しました。
　今後も区民一人ひとりの積極的なまちづくり事業への参
画がより一層期待されます。

■問い合わせ先
まちづくり推進課住民
自治担当〔東庁舎〕　
�71◦2315

平成18年度宝くじ
コミュニティ助成事業

積極的なまちづくりの第一歩として
平
成
18
年
度

統
計
功
労
者
表
彰

◇�

総
務
大
臣
表
彰（
平
成
17

年
国
勢
調
査
）

　

浮
田　

啓
子

◇
経
済
産
業
省
表
彰

　

市
村　

和
子

　

髙
木
佳
代
子

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

塚
田　

潤
一

◇�

滋
賀
県
統
計
協
会
統
計

事
務
功
績
者
表
彰

　

伊
富
喜
泰
子

　

竹
林　

尚
美

　

加
藤　

明
美

湖
南
市
か
ら
は

7
人
が
受
賞

湖
南
市
統
計
調
査
員
募
集
！

　

市
で
は
、
経
済
や
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら

し
を
よ
り
よ
く
す
る
方
向
性
を
見
極
め
る
た
め
に
、
国
や
県
の
依
頼
を
受

け
、
国
勢
調
査
や
商
業
統
計
調
査
、
工
業
統
計
調
査
な
ど
の
各
種
統
計
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
登
録
統
計
調
査
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
統
計
調
査
員
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
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青少年からの

湖南市青少年育成市民会議

将来は　自分の人生　人のため
　自分の人生を人のために生きて、人に役立つ事が
したいと思います。

石部中学校３年　山本　生子

「夢」
「大切なもの」

テーマ

経
過
し
た
基
準
日
に
世
帯
主
が
被
災

し
て
い
る
こ
と
と
し
た「
世
帯
主
被

災
要
件
」が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で

す
。
こ
の
要
件
自
体
は
、
男
女
の
性

別
で
取
り
扱
い
に
違
い
が
あ
る
わ
け

で
は
な
く
、
一
見
問
題
が
あ
る
よ
う

に
は
思
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
男
女

が
結
婚
し
て
世
帯
を
構
成
し
た
場

合
、
男
性
が
世
帯
主
と
な
る
こ
と
が

一
般
的
な
た
め
、「
世
帯
主
被
災
要

件
」は
事
実
上
女
性
に
不
利
益
と
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
被
災
し
た
男
性
が
被
災

し
て
い
な
い
女
性
と
結
婚
し
た
場
合

と
違
い
、
被
災
し
た
女
性
が
被
災
し

て
い
な
い
男
性
と
結
婚
し
た
場
合

は
、
支
援
金
を
受
給
で
き
な
い
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
世

帯
主
被
災
要
件
」は
世
帯
間
差
別
を

招
く
こ
と
、
こ
れ
ら
の
差
別
に
合

理
的
理
由
を
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら

も
、
公
序
良
俗
に
違
反
し
無
効
で
あ

る
と
裁
判
所
で
判
断
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
担
当

〔
東
庁
舎
〕　　

�
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5
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今
回
の
改
正
雇
用
機
会
均
等
法
の

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は「
間
接
差
別
」

の
禁
止
で
す
。「
間
接
差
別
」と
は
採

用
や
募
集
、
登
用
の
要
件
な
ど
が
、

表
面
上
は
性
中
立
に
見
え
て
も
、
実

際
は
一
方
の
性
に
著
し
く
不
利
益
な

こ
と
を
い
い
、
次
の
3
点
が
禁
止
さ

れ
ま
す
。

⑴
募
集
・
採
用
に
あ
た
っ
て
、
身
長
、

体
重
ま
た
は
体
力
を
要
件
と
す
る

こ
と

⑵
総
合
職
の
募
集
・
採
用
に
あ
た
っ

て
、
転
居
を
伴
う
転
勤
に
応
じ
る

こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と

⑶
昇
進
に
あ
た
り
転
勤
の
経
験
が
あ

る
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と

　

た
だ
し
、
業
務
上
必
要
で
あ
る
な

ど
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
除

き
ま
す
。
ま
た
、
本
来
の
意
義
は
不

必
要
・
不
合
理
な
障
壁
を
取
り
除
く

こ
と
な
の
で
、
こ
の
3
点
だ
け
が
間

接
差
別
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
ほ
か
に
間
接
差
別
の
例
と
し

て
、
平
成
14
年
の「
被
災
者
自
立
支

援
金
請
求
事
件
」が
あ
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
自
立
支
援

金
受
給
要
件
を
、
震
災
後
3
年
半
も

改
正
雇
用
機
会
均
等
法

4
月
ス
タ
ー
ト

9

　甲賀湖南医師会では、この週間に合わせ、通
常の診療時間内に予防接種を受けにくい人に対
し、平日夜間、土・日曜日に予防接種を実施す
るとともに、さまざまな予防接種の相談に応じ
ます。任意接種については、かかりつけ医とよ
くご相談ください。
■予防接種の種類　麻しん・風しんなど
■対象　市が実施している麻しん・風しん予防
接種の対象である１歳から７歳半までの子ど
もとその保護者

■実施日時　３月４日（日）　午前10時～正午
■問い合わせ先
　のむら小児科　�77◦8228
※前日の正午までに直接予約してください。

　日本司法支援センター「法テラス」は、法的トラブルを解
決するための情報やサービスを全国どこでも受けられる社会
をめざし、平成18年10月２日に業務を開始しました。
　法的トラブルを解決するのにどのような方法があるのか分
からない、どこに相談すればいいのか分からないといったと
きは、法テラスコールセンターまで気軽に電話してください。

　法テラスコールセンター

　一　般　相　談　�0570◦0
オ

7
ナ

8
ヤ

3
ミ

7
ナ

4
シ

　犯罪被害者相談　�0570◦0
ナクコトナイヨ

79714

　■業務時間
　・平　日　午前９時～午後９時
　・土曜日　午前９時～午後５時

《法テラスの主な業務内容》
○情報提供…法的トラブルの解決に役立つ情報の無料提供
○民事法律扶助…資力の乏しい人のための無料相談や裁判費
用などの立て替え
○司法過疎対策…弁護士がいないなど法律サービスを受ける
ことが難しい地域での適切な料金での法律サービスの提供
○犯罪被害者支援…被害者支援に詳しい弁護士や支援団体な
どに関する情報の無料提供
○国選弁護関連業務…国選弁護人を確保し、捜査から裁判ま
で一貫した国選弁護体制の整備

　詳しくは日本司法支援センター滋賀地方事務所へ（〒520
−0047大津市浜大津1−2−22　�050◦3383◦5454）。
※窓口の開設は月曜日から金曜日の午前９時から午後５時です。

子ども予防接種週間

３月１日（木）～７日（水）

日本司法支援センター

法 テ ラ ス
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スポーツ

■日時　３月17日（土）  午後７時～９時
■会場　総合体育館
■�種目　卓球、バドミントン、パドルテニス、バ

スケットボール、キンボールなど
★�太極拳の体験もできます。
　皆さんの参加をお待ちしています。
■�問い合わせ先　生涯学習課スポーツ振興室〔石

部文化総合センター〕　�77◦7045

みんなで運動する日 ●毎月第3土曜日●

無料
開放

湖
南
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
交
流

大
会

１
月
14
日　

総
合
体
育
館

【
女
子
18
歳
以
上
の
部
】

〈
優　

勝
〉ゴ
ー
ル
デ
ン

〈
準
優
勝
〉姫
奴
娘

〈
３　

位
〉お
じ
ょ
う

【
女
子
30
歳
以
上
の
部
】

〈
優　

勝
〉ピ
ン
ク
・
キ
ャ
ッ
ツ

〈
準
優
勝
〉ラ
イ
ム
ズ

〈
３　

位
〉い
ぶ
き

【
女
子
40
歳
以
上
の
部
】

〈
優　

勝
〉ラ
ブ
リ
ー
メ
ッ
ツ

〈
準
優
勝
〉青
春
貴
族

〈
３　

位
〉ジ
ャ
ス
ミ
ン

【
女
子
50
歳
以
上
の
部
】

〈
優　

勝
〉ア
ル
ジ
ェ
ン
ト

〈
準
優
勝
〉み
の
り

〈
３　

位
〉あ
え
ん
ぼ

【
男
子
18
歳
以
上
の
部
】

〈
優　

勝
〉オ
ロ
チ

〈
準
優
勝
〉ユ
ニ
コ
ー
ン

〈
３　

位
〉レ
ジ
ス
タ
ン
ス

【
男
子
30
歳
以
上
の
部
】

〈
優　

勝
〉ペ
ガ
サ
ス

〈
準
優
勝
〉ヒ
ー
ロ
ー

〈
３　

位
〉佐
和
山

【
男
子
40
歳
以
上
の
部
】

〈
優　

勝
〉キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ

〈
準
優
勝
〉ピ
ラ
フ

〈
３　

位
〉新
施
組

第
２
回
湖
南
市
民
駅
伝
競
走

大
会

１
月
21
日　

野
洲
川
親
水
公
園

【
小
学
校
対
抗
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉石
部
小
学
校

〈
準
優
勝
〉石
部
南
小
学
校

〈
３　

位
〉岩
根
小
学
校
Ｂ

【
小
学
校
対
抗
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉三
雲
東
小
学
校

〈
準
優
勝
〉岩
根
小
学
校
Ａ

〈
３　

位
〉菩
提
寺
小
学
校

【
地
区
対
抗
の
部
】

〈
優　

勝
〉中
央
区

【
事
業
所
対
抗
の
部
】

〈
優　

勝
〉タ
キ
イ
Ｃ

〈
準
優
勝
〉タ
キ
イ
Ｂ

〈
３　

位
〉タ
キ
イ
Ａ

【
一
般
の
部
】

〈
優　

勝
〉夢
・
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
Ａ

〈
準
優
勝
〉甲
西
高
校
野
球
部
Ａ

〈
３　

位
〉甲
西
高
校
野
球
部
Ｂ

　

第
３
回
湖
南
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

１
月
14
日
・
28
日　

雨
山
体
育
館

【
Ａ
リ
ー
グ
男
子
】

〈
優　

勝
〉adidas

〈
準
優
勝
〉T

O
O

L S
ER

V
IC

E

【
Ａ
リ
ー
グ
女
子
】

〈
優　

勝
〉adidas

〈
準
優
勝
〉T

eam
 

ビ
ビ
１
０
８

【
Ｂ
リ
ー
グ
男
子
】

〈
優　

勝
〉タ
キ
イ
Ａ

〈
準
優
勝
〉タ
キ
イ
Ｃ

【
Ｂ
リ
ー
グ
女
子
】

〈
優　

勝
〉W

IN
S

〈
準
優
勝
〉甲
西
女
バ
ス
Ｂ

湖
南
市
卓
球
グ
ラ
ン
プ
リ

１
月
28
日　

総
合
体
育
館

【
男
子
Ｓ
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉渡
邊　

真
也

〈
準
優
勝
〉松
原　

拓

【
女
子
Ｓ
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉山
村　

沙
耶
加

〈
準
優
勝
〉森
野　

結
伎

【
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉中
村　

新

〈
準
優
勝
〉千
代　

真
照

【
女
子
Ａ
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉馬
場　

と
し
え

〈
準
優
勝
〉島
本　

春
美

【
男
子
Ｅ
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉荒
堀　

隆
之

〈
準
優
勝
〉正
木　

建
次

【
女
子
Ｅ
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉正
木　

寛
子

〈
準
優
勝
〉三
野　

紘
子

　湖南市スポーツ少年団では、平成19年度
の団員を募集しています。野球・サッカー・
バレーボールは各小学校・地域ごとに、ミニ
バスケットボール・剣道は市で２つ、柔道は
市で１つの団がそれぞれあり、元気に活動し
ています。
　詳しくは、スポーツ少年団本部（生涯学習
課スポーツ振興室内）�77◦7045 までお問
い合わせください。

▲ Bリーグ女子優勝　WINS ▲Ａリーグ優勝　adidas

団 員 募 集スポーツ少年団
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楽
し
い
音
楽
に
み
ん
な
ノ
リ
ノ
リ

　
　

●
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ア
ラ
カ
ル
ト
が

　
　
　
　
　

三
雲
養
護
学
校
で
演
奏

　

２
月
16
日
、
び
わ
湖
放
送

『
び
び
っ
と
び
わ
こ
N
フ
ラ
イ

デ
ー
』
の
生
放
送
が
石
部
文
化

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
び
び
っ
と
び
わ
こ
Ｎ
」
は

県
内
の
ニ
ュ
ー
ス
や
身
近
な
情

報
を
伝
え
る
情
報
番
組
。
金
曜

日
は
滋
賀
県
出
身
・
在
住
の
タ

レ
ン
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

川
本
勇
さ
ん
が
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
務
め
、
昨
年
４
月
か

ら
県
内
13
市
を
毎
月
ひ
と
つ
ず

つ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、甲
西
吹
奏
楽
団
ジ
ュ

ニ
ア
バ
ン
ド
の
木
管
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
よ
る「
ア
ル
プ
ス
一
万

湖南市きらめき巡り
　　　●BBC「びびっとびわこN」2月は湖南市をクローズアップ

政策秘書課広報・広聴担当（�71◦2300）まで
あなたの周りの身近な出来事や話題をお待ちしています。
このコーナーはまちの話題や活動などを紹介しています

　

県
立
三
雲
養
護
学
校
で
２
月
５
日
、
音
楽
鑑
賞
会
が
開
か
れ
、

音
楽
グ
ル
ー
プ「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ア
ラ
カ
ル
ト
」に
よ
る
歌
や

楽
器
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ア
ラ
カ
ル
ト
」は
、
菩
提
寺
在
住
の
ピ
ア

ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
室
の
先
生
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ
。

　

普
段
は
主
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
演
奏
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

日
は
生
徒
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
こ
た
え
る
た
め
ポ
ッ
プ
ス
や
ア

ニ
メ
の
主
題
歌
を
披
露
。

　

生
徒
た
ち
が
歌
に
あ
わ
せ
て
笑
顔
で
踊
っ
た
り
、
一
緒
に
楽
し

く
歌
っ
た
り
す
る
姿
に
元
気
を
も
ら
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　２月２日、三雲東小の６年生約50人が市
役所の市議会議場を訪れ、市の仕事や議会
の役割などについて学習しました。
　社会科の授業の一環として行われたもの
で、市職員から議会について説明を受け、
委員会室や議員控え室などを見学。
　議場に戻って、市長から憲法三原則（基本的人権の尊重、国
民主権、平和主義）について身近な市の実情を交えた話を聴い
たあと、議会形式の質疑応答を行いました。
　市の課題や通学路の安全についての質問などを投げかけら

れた市長は、それぞ
れの質問に丁寧に答
え、質問した児童ら
は熱心にメモを取っ
ていました。
　ここから将来の湖
南市を担っていく議
員が誕生するかもし
れません。

尺
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
、

午
後
５
時
25
分
に
番
組
が
ス

タ
ー
ト
。

　

市
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

あ
と
、
江
戸
時
代
に
こ
の
あ
た

り
で
ふ
る
ま
わ
れ
て
い
た
と
い

う
豆
腐
田
楽
と
と
こ
ろ
て
ん
が

商
工
会
の
皆
さ
ん
か
ら
紹
介
さ

れ
、
川
本
さ
ん
と
リ
ポ
ー
タ
ー

の
星
本
恵
李
さ
ん
が
ほ

お
ば
る
場
面
も
。

　

ほ
か
に
も
近
江
下
田

焼
陶
房
、
み
ど
り
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
と
石
部
南

小
３
年
生
の
皆
さ
ん
な

ど
が
出
演
し
、
湖
南
市

の
特
産
や
名
物
、
地
域

活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

途
中
、
文
化
ホ
ー
ル

ロ
ビ
ー
の
照
明
が
消
え

る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ

り
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
も

詰
め
掛
け
て
、
午
後
６

時
44
分
に
無
事
オ
ン

エ
ア
は
終
了
し
ま
し

た
。

ぼくもわたしも一日議員
　●三雲東小児童が議会体験学習
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や
さ
し
さ
と
い
う
の
は
、
た
く
さ

ん
の
意い

味み

を
持も

っ
て
い
ま
す
。ま
ず
、

こ
ま
っ
て
い
る
人ひ

と

が
い
た
ら
助た

す

け
る

と
い
う
の
も
や
さ
し
さ
だ
し
、
人ひ

と

が

い
じ
め
ら
れ
て
い
た
ら
助た

す

け
る
と
い

う
の
も
や
さ
し
さ
で
す
。
し
か
し
、

自じ

分ぶ
ん

が
人ひ

と

に
い
や
な
こ
と
を
言い

っ
た

り
、
呼よ

び
す
て
や
い
や
が
ら
せ
を
し

た
り
し
て
い
た
ら
、
人ひ

と

を
助た

す

け
る
ど

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ぼ
く
た
ち
は
、
4
月が

つ

に
い
ろ
い
ろ

と
話は

な

し
合あ

い
、『
や
さ
し
さ
を
わ
す

れ
な
い
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

し
あ
う
、
元げ

ん

気き

な
ク

ラ
ス
』と
い
う
学が

っ

級き
ゅ
う

目も
く

標ひ
ょ
う

を
考か

ん
が

え
ま

し
た
。
で
も
、
な
か
な
か
み
ん
な
が

な
か
良よ

く
で
き
ず
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

二に

学が
っ

期き

に
な
っ
て
、
持じ

久き
ゅ
う

走そ
う

大た
い

会か
い

が
あ
り
、
ぼ
く
た
ち
5
年ね

ん

生せ
い

が
走は

し

っ

て
い
る
時と

き

、
6
年ね

ん

生せ
い

が
お
う
え
ん
を

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
た
ち
が
走は

し

り
終お

わ
っ
た
後あ

と

、
ま
だ
走は

し

っ
て
い
る

人ひ
と

に
む
か
っ
て
、「
が
ん
ば
れ
。」「
も

う
ち
ょ
っ
と
。」と
、
声こ

え

を
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　

6
年ね

ん

生せ
い

の
す
が
た
を
見み

て
、「
こ

う
い
う
ふ
う
に
声こ

え

を
か
け
る
こ
と
も

や
さ
し
さ
な
ん
だ
な
あ
」と
思お

も

い
ま

し
た
。

　

12
月が

つ

の『
に
こ
に
こ
週

し
ゅ
う

間か
ん

』の
時と

き

、

ぼ
く
た
ち
は
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
ク
ラ
ス

に
つ
い
て
話は

な

し
合あ

い
、
や
さ
し
さ
の

中な
か

で
ま
ず
、
自じ

分ぶ
ん

が
言い

っ
て
い
る
言こ

と

葉ば

に
気き

を
つ
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
約や

く

一い
っ

週し
ゅ
う

間か
ん

が
た
っ
た
後あ

と

、
気き

を
つ
け
た
こ
と
を

紙か
み

に
書か

い
て
出だ

し
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

人ひ
と

が
い
や
が
る
こ
と
を
言い

わ
な
い
と

い
う
こ
と
に
気き

を
つ
け
ま
し
た
。
そ

の
結け

っ

果か

、「
少す

こ

し
だ
け
言い

っ
た
け
ど

少す
く

な
く
な
り
ま
し
た
。」と
書か

き
ま
し

た
。
全ぜ

ん

体た
い

的て
き

に
変か

わ
っ
た
こ
と
は
、

け
ん
か
を
す
る
こ
と
が
へ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
な
の
が
言こ

と

葉ば

づ
か
い
と
呼よ

び
す
て
で
し
た
。
だ
か

ら
、『
言こ

と

葉ば

づ
か
い
を
き
れ
い
に
し

こ
こ
ろ
と
心こ

こ

ろ

の
つ
な
が
り
を
求も

と

め
て

　

市し

内な
い

の
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

・
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

・
高こ

う

校こ
う

で
は
、
人ひ

と

と
人ひ

と

と
の
ふ
れ
あ
い
の
大た

い

切せ
つ

さ
を
認に

ん

識し
き

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人じ

ん

権け
ん

に

関か
ん

す
る
問も

ん

題だ
い

に
気き

づ
き
、
考か

ん
が

え
、
行こ

う

動ど
う

に
結む

す

び
つ
け
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
学が

っ

校こ
う

で
学ま

な

ん
だ
こ
と
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た

人じ
ん

権け
ん

作さ
く

文ぶ
ん

を
書か

い
て
い
ま
す
。
教

き
ょ
う

育い
く

委い

員い
ん

会か
い

で
は
、
毎ま

い

年と
し

そ
の
作さ

く

品ひ
ん

の
中な

か

か
ら
各か

く

校こ
う

３
点て

ん

ず
つ
を
選え

ら

び
、
人じ

ん

権け
ん

作さ
く

文ぶ
ん

集し
ゅ
う

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

今こ
ん

回か
い

は
、
人じ

ん

権け
ん

作さ
く

文ぶ
ん

集し
ゅ
う

の
中な

か

か
ら
2
月が

つ

4
日か

に
行

お
こ
な

っ
た「
第だ

い

2
回か

い

湖こ

南な
ん

市し

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

研け
ん

究き
ゅ
う

大た
い

会か
い

」で
発は

っ

表ぴ
ょ
う

さ
れ

た
菩ぼ

提だ
い

寺じ

北き
た

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

５
年ね

ん

生せ
い

の
太お

お

田た

慶よ
し

輝き

さ
ん
の
作さ

く

品ひ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
ま
す
。

■
問と

い
合あ

わ
せ
先さ

き　

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

課か　

�
77
◦
7
0
3
6

わ
た
し
が
は
じ
め
る
人じ

ん

権け

ん

教き
ょ
う

育い

く

　

人じ
ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

に
関か

ん

す
る
ビ
デ
オ
の
貸か

し

出だ
し

を
行

お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
学が

く

習し
ゅ
う

会か
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

会か
い

な
ど
で
ご
活か

つ

用よ
う

く
だ
さ
い
。

心こ
こ
ろ

の
メ
ガ
ネ

曇く
も

っ
て
ま
せ
ん
か
？

　

勘か
ん

違ち
が

い
や
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

な
思お

も

い
込こ

み
が

心こ
こ
ろ

の
中な

か

に
固か

た

ま
っ
て
し
ま
う
と
、
偏へ

ん

見け
ん

や
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

の
問も

ん

題だ
い

に
つ
な
が
る

場ば

合あ
い

が
あ
り
ま
す
。
日に

ち

常じ
ょ
う

の
生せ

い

活か
つ

の

中な
か

に
見み

ら
れ
る
い
く
つ
か
の
事じ

例れ
い

を

紹し
ょ
う

介か
い

し
な
が
ら
、
思お

も

い
込こ

み
や
偏へ

ん

見け
ん

が
ど
の
よ
う
に
し
て
形け

い

成せ
い

さ
れ
て
い

く
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
な
く
な
る
の

か
を「
タ
ブ
チ
さ
ん
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
か
わ
い
そ

う
が
り
屋や

の
オ
バ
ラ
さ
ん
」「
家い

え

柄が
ら

と
人ひ

と

柄が
ら

」
と
い
う
３
つ
の
ド
ラ
マ
と

影か
げ

絵え

で
考か

ん
が

え
ま
す
。

人ひ
と

の
値ね

う
ち
を
問と

う

～
人じ

ん

権け
ん

の
詩し

人じ
ん

・
江え

口ぐ
ち

い
と
～

　

人じ
ん

権け
ん

の
詩し

と
し
て
知し

ら
れ
る「
人ひ

と

の
値ね

う
ち
」
の
作さ

く

者し
ゃ

。
息む

す

子こ

、
孫ま

ご

の

三さ
ん

代だ
い

に
わ
た
る
差さ

別べ
つ

を
経け

い

験け
ん

し
、
部ぶ

落ら
く

解か
い

放ほ
う

に
生

し
ょ
す

涯が
い

を
か
け
続つ

づ

け
る
い
と

さ
ん
の
差さ

別べ
つ

体た
い

験け
ん

に
基も

と

づ
く
話は

な
し

。
い

と
さ
ん
の
人に

ん

間げ
ん

存そ
ん

在ざ
い

へ
の
鋭す

る
ど

い
視し

点て
ん

と
心こ

こ
ろ

の
温あ

た
た

か
さ
を
感か

ん

じ
ら
れ
る
内な

い

容よ
う

で
す
。

よ
う
。
呼よ

び
す
て
を
な
く
そ
う
。』と

い
う
ク
ラ
ス
の
目も

く

標ひ
ょ
う

に
な
り
ま
し

た
。

　

ぼ
く
は
、
呼よ

び
す
て
や
人ひ

と

に
い
や

な
こ
と
を
言い

う
こ
と
は
へ
っ
た
け

ど
、
ま
だ
、
時と

き

々ど
き

言い

っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
人ひ

と

を
い
や
な
気き

分ぶ
ん

に
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
自じ

分ぶ
ん

の
言こ

と

葉ば

に
気き

を

つ
け
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

や
さ
し
さ
と
い
う
の
は
、
人ひ

と

を
助た

す

け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、

自じ

分ぶ
ん

の
言い

っ
て
い
る
こ
と
や
や
っ
て

い
る
こ
と
を
ふ
り
返か

え

っ
て
、
人ひ

と

の
気き

持も

ち
を
考か

ん
が

え
る
こ
と
が
ま
ず
大た

い

切せ
つ

だ

と
思お

も

い
ま
す
。
そ
し
て
、
人ひ

と

が
元げ

ん

気き

に
な
っ
た
り
う
れ
し
く
な
っ
た
り
す

る
よ
う
な
言こ

と

葉ば

を
少す

こ

し
で
も
か
け
る

こ
と
も
、や
さ
し
さ
だ
と
思お

も

い
ま
す
。

　
『
に
こ
に
こ
週

し
ゅ
う

間か
ん

』
が
終お

わ
っ
て

も
、
ク
ラ
ス
の
目も

く

標ひ
ょ
う

を
忘わ

す

れ
ず
、
み

ん
な
に
と
っ
て
い
い
学が

っ

校こ
う

生せ
い

活か
つ

に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

課か

所し
ょ

蔵ぞ
う

人じ

ん

権け

ん

啓け

い

発は

つ

ビ
デ
オ
紹し

ょ
う

介か

い

20分
ぷ ん

25分
ふ ん

や
さ
し
さ
に
つ
い
て
考か

ん
が

え
た
こ
と

菩ぼ

提だ
い

寺じ

北き
た

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

5
年ね

ん　

太お
お

田た　

慶よ
し

輝き
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◎譲ります
●ＦＡＸ機能付電話（感熱紙用）
●デスクトップパソコン　●スタンドミラー
●パソコンデスク（いす付き）
●タイヤ用ゴムチェーン　●ベビーバス
●ＲＶ車用背面スキーキャリア
●ひな人形（７段飾り）

◎譲ってください
●光星学園女児制服一式　●ベビーベッド
●女児用バレエ用品一式（身長105 ～ 120㎝程度）
●石部南小学校制服、体操服、かばんなど一式
●食卓テーブル　●ベビーカー
●幼児用自転車（14 ～ 16インチ）
●応接用ソファー（4 ～ 5人掛け）
※ 交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい人の

間で直接行っていただきます。その際、連絡先
の電話番号を相手方にお伝えすることになりま
すのでご了承ください。

問環境課クリーンタウン推進担当〔東庁舎〕
　�71◦2358

　リサイクルプラザは、燃えないごみを処理する
施設です。燃えるごみ、家電リサイクル４品目、
家庭用パソコンなどお預かりできないものがあり
ます。「保存版ごみの分け方出し方マニュアル」で
必ず確認してください。

交　換　銀　行

湖南市リサイクルプラザ
�75◦3933
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N
･
国
民
健
康
保
険
税（
第
11
期
分
）

･
保
育
料

･
介
護
保
険
料

･
住
宅
使
用
料

･
上
水
道
使
用
料

･
下
水
道
使
用
料

　

納
期
限
は
4
月
2
日（
月
）で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
毎
月

の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間
も
省

け
ま
す
。

　

取
扱
金
融
機
関（
滋
賀
銀
行
・
甲

賀
郡
農
業
協
同
組
合
・
び
わ
こ
銀

行
・
滋
賀
県
信
用
組
合
・
湖
東
信

用
金
庫
・
近
畿
労
働
金
庫
）、
郵
便

局
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う
と
、

翌
月
以
降
か
ら
口
座
振
替
に
な
り

ま
す（
手
続
き
に
は
通
帳
と
届
出
印

が
必
要
）。

　

な
お
、
口
座
振
替
は
一
度
手
続

き
を
行
う
と
、
課
税
な
ど
が
な
く

な
っ
て
も
、
口
座
振
替
解
約
の
手

続
き
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
継
続
し

ま
す
。

問
税
務
課〔
東
庁
舎
〕

○
市
民
税
担
当  

�
71
◦
2
3
1
9

○
固
定
資
産
税
担
当�

71
◦
2
3
2
1

○
納
税
担
当　

  

�
71
◦
2
3
2
0

　

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
や

原
動
機
付
自
転
車（
原
付
バ
イ
ク
）

な
ど
の
4
月
1
日
現
在
の
名
義
人

に
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

前
か
ら
使
っ
て
い
な
い
場
合
や
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
た
ま

ま
業
者
に
引
き
渡
し
た
場
合
な
ど

で
も
、
廃
車
手
続
き
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

4
月
1
日
以
降
に
名
義
変
更
や

廃
車
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て
も
、

平
成
19
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
4

月
1
日
現
在
の
名
義
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
他
市
町
村
に
転
出
し
た

場
合
も
速
や
か
に
住
所
変
更
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
、
廃
車
、
名
義
変
更
な
ど

の
手
続
き
の
問
い
合
わ
せ
先
は
表

の
と
お
り
で
す
。

身
体
障
が
い
な
ど
の
あ
る
人
へ

　

身
体
障
が
い
者
な
ど
が
所
有（
ま

た
は
使
用
）す
る
軽
自
動
車
な
ど
の

軽
自
動
車
税
は
、
要
件
に
該
当
す

れ
ば
申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
1
人
に
つ
き
自
家
用
車

1
台
で
す
。
す
で
に
自
動
車
税

（
県
税
）の
減
免
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
市
民
税
担
当〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
1
9

今
月
の
納
税
な
ど

納
税
な
ど
は

”口
座
振
替
“で
！

情
報
あ
ら
か
る
と

■印…休所日
□印…粗大ごみ戸別収集日
※粗大ごみ戸別収集の申し込みは、収集日の前の

週の金曜日までに電話でリサイクルプラザへ。
※搬入（持ち込み）の受付は、開所日の午前９時か

ら午後４時です。

問：問い合わせ先

軽
自
動
車
税
の
手
続
き

を
お
忘
れ
な
く
！

３月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

原動機付自転車（125cc 以
下）、農耕作業用小型特殊など

税務課市民税担当
�71◦2319

軽２輪・２輪小型
（126cc以上）

滋賀運輸支局（守山市）
�050◦5540◦2064

軽３輪・軽４輪
軽自動車検査協会（守山市）

�077◦585◦7103
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た
だ
い
ま
確
定
申
告
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
中
に
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
っ
た

人
や
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
た
人
は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
3
月
15
日（
木
）ま

で
に
申
告
と
所
得
税
の
納
税
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
納
税
が
必
要
な
人
が
確

定
申
告
を
怠
る
と
、
あ
と
で
未
申
告

加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
水
口
税
務
署

�
62
◦
0
3
1
4

　

税
務
課
市
民
税
担
当〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
1
9

　

湖
南
市
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
す

る
人
は
、
市
内
の
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
を
載
せ
た
帳
簿
を
見
て
、
ほ
か

の
資
産
と
比
較
し
評
価
が
適
正
か
ど

う
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
法
人
の
資
産
の
場
合
や
、
本
人
以

外
が
閲
覧
す
る
場
合
は
委
任
状
な

ど
が
必
要
で
す
。

■
期
間　

4
月
2
日（
月
）～
5
月
31

日（
木
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

問
税
務
課
固
定
資
産
税
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　
　
�
71
◦
2
3
2
1

　　

く
み
と
り
料
金
と
券
の
種
類

（
20
ℓ
券
・
1
0
0
ℓ
券
）に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
お
持
ち
の
券
か
ら

先
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
下
水
道
に
接
続
す
る
な
ど
で
使
わ

な
く
な
っ
た
券
に
つ
い
て
は
、
環

境
課
、
市
民
生
活
課（
西
庁
舎
）、

各
出
張
所
で
返
金
し
ま
す
。

問
甲
賀
広
域
行
政
組
合
衛
生
セ
ン

タ
ー　
　
　
　

�
62
◦
0
8
0
9

　

環
境
課
環
境
保
全
担
当〔
東
庁
舎
〕

　

�
71
◦
2
3
2
6

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置
で
あ

り
、
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
な

け
れ
ば
本
来
の
性
能
を
確
保
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、浄
化
槽
の
設
置
者（
管

理
者
）に
は
浄
化
槽
の
設
置
お
よ
び

使
用
廃
止
の
届
け
出
と
、
年
１
回
の

定
期
検
査
の
受
検
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
法
定
検
査
手
数
料

・
20
人
槽
以
下　

5
千
円

・
21
～
1
0
0
人
槽　

7
千
円

■
法
定
検
査
の
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先　

　
（
社
）滋
賀
県
生
活
環
境
事
業
協
会

（
県
知
事
指
定
検
査
機
関
）

�
0
7
7
◦
5
5
4
◦
9
2
7
1

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　

�
71
◦
2
3
2
6

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
平
成
20
年
3

月
ま
で
の
ご
み
収
集
日
を
掲
載
し
た

「
平
成
19
年
度
版
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

確
定
申
告
と
納
税
は

3
月
15
日（
木
）ま
で
に

情報あらかると問：問い合わせ先

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す

　

自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

へ
は
区
・
自
治
会
を
通
じ
て
2
月
下

旬
か
ら
順
次
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
人
に

つ
い
て
は
、
左
表
の
場
所
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
の
で
ご
自
由
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。な
お
、ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

は
市
内
を
4
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て

作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
住
ん

で
い
る
居
住
エ
リ
ア
に
対
応
す
る
配

布
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き「〈
保

存
版
〉ご
み
の
分
け
方
出
し
方
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

�
75
◦
3
9
3
3

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

｢

平
成
19
年
度
版

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」が

で
き
ま
し
た

居住エリア 配布場所

石部東、石部中央、石部西、岡出、
宮の森、宝来坂、石部南、東寺、西
寺、丸山、石部が丘、石部北、石部
口、石部緑台

石部南公民館
柑子袋公民館

三雲、妙感寺、吉永、夏見、針、ル
モン甲西、中央、平松、柑子袋

三雲公民館
柑子袋公民館

正福寺、北山台、菩提寺、みどりの
村、三上台、イワタニランド、近江
台、ハイウェイサイドタウン

岩根公民館
菩提寺公民館

朝国、岩根東口、岩根東、岩根西、
岩根花園、下田東、下田西、下田南、
下田北、中山、緑ヶ丘、大谷、松風
苑桐山、団地北、団地中、団地南

岩根公民館
市民学習交流センター本館
下田公民館

※�東庁舎（１階受付）、西庁舎（１階市民生活課）にも備え付
けています。

３
月
か
ら

『
し
尿
く
み
と
り
券
』が

新
し
く
な
り
ま
す
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情報あらかると 問：問い合わせ先

　

議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

■
会
期

　
〈
開
会
〉 

3
月
2
日（
金
）

　
〈
閉
会
〉 

3
月
23
日（
金
）

■
内
容　

施
政
方
針
、
新
年
度
当

初
予
算
、
代
表
質
問
、
一
般
質

問　

ほ
か

問
議
会
事
務
局〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
4
7

�
72
◦
2
4
9
5

■
職
種
・
採
用
人
員

Ａ
：
企
業
啓
発
指
導
員　

 

1
人

Ｂ
：
建
築
指
導
員　

1
人

C
：
手
話
通
訳
者　

1
人

■
応
募
資
格　

平
成
19
年
4
月
1

日
現
在
64
歳
以
下
で
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
取
得
者
で
次
に
該
当
す

る
人

Ａ
：
企
業
人
権
啓
発
・
教
育
関
係

　

の
経
験
者

Ｂ
：
1
級
建
築
士
有
資
格
者

C
： 

自
治
体
の
手
話
通
訳
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人

■
賃
金
・
休
暇
な
ど

Ａ
：
月
額　

13
万
円

Ｂ
：
月
額　

20
万
円

C
： 

月
額　

13
万
5
千
円

※
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
年
次
休
暇
有
り（「
湖
南
市
臨
時

職
員
及
び
嘱
託
職
員
の
任
用
等

に
関
す
る
要
綱
」
の
規
定
に
よ

り
ま
す
）。

■
勤
務
場
所

Ａ
：
商
工
観
光
課

Ｂ
：
教
育
総
務
課

C
： 

社
会
福
祉
課

■
勤
務
時
間　

午
後
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分（
A
・
B
は
月

曜
日
～
金
曜
日
、
C
は
月
曜
日

～
金
曜
日
の
う
ち
4
日
）

■
採
用
試
験

方
法
：
面
接
、
作
文

日
時
：
申
込
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所
：
市
役
所
東
庁
舎

■
応
募
方
法　

3
月
14
日（
水
）の

午
後
5
時
15
分
ま
で
に
応
募
用

紙
を
総
務
課
へ
。

※
応
募
用
紙
は
総
務
課
に
備
え
付

け
て
い
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
総
務
課
人
事
・
研
修
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　
�
71
◦
2
3
1
2

　　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
や
仕
組
み
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

あ
な
た
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
生
き
が
い
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

毎
月
10
日
･
20
日

　

午
後
2
時
～

※
当
該
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
と
き
は
別
の
日
に
変
更
し
ま

す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
場
所　

湖
南
市
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ（
総
合
体
育
館
西
隣
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

問（
社
）湖
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
局�

72
◦
6
8
3
5

�
72
◦
7
3
6
8

■
対
象
者　

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻

で
、
平
成
18
年
10
月
１
日
現
在

健
在
で
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
8
年
法
改
正
の
第
18
回
い

号
お
よ
び
平
成
13
年
法
改
正
の

第
20
回
い
号
の
受
給
権
者
で
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

人
（
継
続
分
）夫
で
あ
る
戦
傷
病
者
が

平
成
18
年
10
月
1
日
現
在
、
健

在
で
あ
る
人

（
特
例
分
）夫
で
あ
る
戦
傷
病
者
が

平
成
8
年
10
月
1
日
か
ら
平
成

15
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
死

亡
し
て
い
る
人

②
平
成
13
年
4
月
2
日
以
降
、
夫

が
新
た
に
増
加
恩
給
な
ど
の
年

金
給
付
対
象
と
な
る
戦
傷
病
者

に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
平

成
15
年
4
月
1
日
に
お
い
て
夫

で
あ
る
戦
傷
病
者
が
当
該
年
金

の
給
付
を
受
け
て
い
る
人

■
請
求
期
限

　

平
成
21
年
9
月
30
日

問
社
会
福
祉
課
生
活
支
援
担
当

〔
東
庁
舎
〕　 

�
71
◦
2
3
2
7

�
72
◦
3
7
8
8

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
次
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

生
涯
現
役
・
働
く
喜
び
・
社
会

参
加
で
生
き
が
い
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

3
月
議
会
は
2
日（
金
）

か
ら
開
催
し
ま
す

平
成
19
年
4
月
採
用

嘱
託
職
員
募
集

募集種目 受験資格（H19.4.1 現在） 受付期間 試験期日

平成19年度
幹部候補生
（一般要員・パ
イロット要員）

①22歳以上26歳未満の人
②�20歳以上22歳未満で、大学
を卒業した人（見込み含む）
③�28歳未満で、大学院において
修士課程を修了した人

４月１日
（日）

～

５月11日
（金）

１次：一般要員　5月19日（土）
　　　パイロット要員
　　　5月19日（土）・20日（日）
２次：６月19日（火）～21日（木）

平成19年度
予備自衛官補

（一般）
18歳以上34歳未満の人
（技能）
18歳以上で、保有する技能に応
じ53歳から55歳未満の人

4月9日
（月）
まで

４月14日（土）～16日（月）
のうち１日

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に

特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す

自
衛
官
募
集

問
自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力
本
部
草
津

地
域
事
務
所

 
� 
0
7
7
◦
5
6
3
◦
8
2
0
5



2007.3  Konan 22

　　

平
成
17
年
4
月
1
日
現
在
に
お

い
て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料

や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人

（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
な
ど
）が
死
亡

な
ど
で
い
な
い
場
合
、
次
の
順
番
に

よ
り
戦
没
者
死
亡
当
時
に
お
け
る
遺

族
で
、
最
も
順
位
が
先
の
一
人
に
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

1　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

2　

戦
没
者
の
子

3　

戦
没
者
と
戦
没
者
死
亡
当
時
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹（
平
成

17
年
4
月
1
日
現
在
、
婚
姻
に
よ

り
戦
没
者
死
亡
当
時
称
し
て
い
た

姓
が
変
わ
っ
て
い
る
人
ま
た
は
遺

族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組
を
し
て

い
る
人
を
除
く
）

4　

3
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

5　

1
～
4
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
で
、
戦
没
者
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人

※
同
順
位
者
が
複
数
人
い
る
場
合

は
、
遺
族
間
で
請
求
者
一
人
を
決

め
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
内
容　

額
面
40
万
円（
10
年

償
還
の
記
名
国
債
）

■
請
求
期
限　

平
成
20
年
3
月
31
日

問
社
会
福
祉
課
生
活
支
援
担
当〔
東

庁
舎
〕　　
　
　
�
71
◦
2
3
2
7

�
72
◦
3
7
8
8

　

平
成
19
年
4
月
に
小
学
校
ま
た
は

中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の
い
る
、

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し

入
学
祝
品
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象　

平
成
18
年
3
月
31
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
、

4
月
に
新
た
に
小
学
校
ま
た
は
中

学
校
に
入
学
す
る
児
童
を
持
つ
ひ

と
り
親
の
家
庭

■
申
請
方
法　

3
月
30
日（
金
）ま
で

に
申
請
書
と
入
学
通
知
書
の
写
し

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
と
保
健

福
祉
課（
石
部
保
健
セ
ン
タ
ー
）

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
支
給
内
容　

小
学
校
は
7
千
円
相

当
、
中
学
校
は
1
万
円
相
当
の

図
書
券
を
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

戦
没
者
等
の
遺
族
に
第

8
回
特
別
弔
慰
金
を
支

給
し
ま
す

情報あらかると問：問い合わせ先　申：申込方法

保
健
福
祉
課
の
窓
口
で
支
給
し
ま

す
。

問
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
担
当

〔
東
庁
舎
〕　　

�
71
◦
2
3
2
8

　

春
休
み
の
学
童
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
新
入
学
の
子
ど
も
も
大
歓
迎
で

す
。

■
期
間　

3
月
24
日（
土
）～
4
月
8

日（
日
）

■
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
6
時

※
前
後
１
時
間
ま
で
延
長
可

■
利
用
料
金

◎
期
間
中
1
日
8
時
間
利
用

・
小
学
１
年
生
～
3
年
生

　
　

１
万
7
千
円

・
小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生

　
　

１
万
5
千
円

（
お
や
つ
代
1
千
円
を
含
む
）

※
1
日
8
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合

は
、
1
時
間
に
つ
き
3
0
0
円
の

加
算
と
な
り
ま
す
。

〈
1
日
で
も
利
用
で
き
ま
す
〉

◎
１
日
の
料
金
表

・
小
学
１
年
生
～
３
年
生

　
　

4
時
間　

１
千
円

　
　

8
時
間　

１
千
5
0
0
円

・
小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生

　
　

4
時
間　

8
0
0
円

　
　

8
時
間　

１
千
2
0
0
円

※
利
用
時
間
に
応
じ
て
別
途
、
お
や

つ
代
が
必
要
で
す
。

■
申
込
期
限　

３
月
16
日（
金
）

問
N
P
O
法
人
ワ
イ
ワ
イ
あ
ぼ
し

ク
ラ
ブ
あ
っ
た
か
ほ
ー
む
い
し
べ

宿　
　
　
　
　

�
77
◦
6
7
2
3

ひ
と
り
親
家
庭
入
学
祝

品
を
支
給
し
ま
す

　一人で悩んでいませんか？悩
むよりまず相談してください。

　抱えている問題を自分だけで
解決しようとしたり、いつまで
も放っておいたりするとますま
す複雑になり、解決が困難にな
ります。できるだけ早く弁護士
に相談してください。相談時間
は1人30分で、相談は無料です。
■日時　４月11日（水）
　午後１時～４時
■場所　共同福祉施設（サンライ

フ甲西）
■定員　6人（先着順）
申３月16日（金）以降の平日の午

前８時30分から午後５時15分
に下記窓口へ（電

　話不可）。
問まちづくり推進課
　住民総合相談担当
　〔東庁舎１階〕
　�71◦2360

弁護士無料法律相談

　生涯学習ボランティアの会「湖
南まなびすと」が生涯学習有志指
導者「きらりスト」を講師に迎え、
講座をプロデュースします。

筆ペン講座
　こうすれば筆ペンは

上手になります !　

　日常生活で筆ペンを使う機会
は少なくありません。少しコツ
を覚えれば、美しい筆文字が書
けます。
■日時　３月15日・22日・29日
　（すべて木曜日・全３回）
　午後７時30分～９時
■場所　柑子袋公民館
■対象　市内に在住または在勤

の人
■定員　20人（先着順）
■持ち物　筆ペン
■講師　高井義三さん（きらりス

ト）
申３月14日（水）までに郵便番号・

住所・氏名・年齢・電話番号・
講座名を電話または FAX で。
問生涯学習課社会教育担当〔石部

文化総合センター〕
　�77◦6250　�77◦6253

まなびすと講座

受講料
無料

あ
っ
た
か
ほ
ー
む
い
し
べ
宿

春
休
み
学
童
募
集
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問：問い合わせ先　申：申込方法　ル：Eメールアドレス

　

　

　

　
認知症家族講座
　認知症の人の家族とい
う同じ立場の皆さんで集い、
日々の思いや体験を話し合い
学びあう講座を開催していま
す。３回目となる今回は、認
知症初期や終末期の医療機関
との関わり方について学びま
す。
■日時　３月20日（火）
　午後１時30分～３時15分
■場所　保健センター（夏見）
■講師　高橋淳さん（老人性認

知症疾患センター医師）
申前日までに電話で。
問高齢者支援センターぼだいじ
　�74◦4093
　高齢者支援センターひえ
　�75◦2323

参加費
無料

福祉講演会
　日本の「身体障害者福祉法」
成立や、障がい者の社会参加
に多大な影響を与えたヘレン・
ケラーの足跡を中心と
した内容です。
■日時　3月10日（土）
　午後１時30分～３時30分
■場所　甲賀県事務所
■講師　関宏之さん（広島国際

大学医療福祉学部教授）
※手話通訳・要約筆記あり（事

前予約が必要）。
問生活支援センターあかつき
　�65◦4641　�65◦4642

視覚障がい者向け
歩行訓練会

　視覚障がい者の社会参加を
進めるため、外出時の歩行訓
練と視覚障がい者同士の交流
を目的とした歩行訓練会を開
催します。
■日時　４月13日（金）
　午前９時30分～午後４時
■行き先　八幡堀、かわらミュ
　ージアム、市立資料館（近江

八幡市）
■定員　17人
■参加費　無料　
※別途、昼食代と交通費が必

要です。
申３月29日（木）までに電話で。
問社会福祉協議会
　�72◦4102

　発達障がいを持つ子どもの保護
者や教育 ･ 福祉関係者が県内の現
状と課題についての情報を共有し、
今後の支援ネットワークの構築に
向けて、情報提供と情報交換を行
います｡
■日時　３月８日（木）
　午前９時30分～午後４時
■場所　近江学園
■内容
午前の部　講演
　「子どもへのまなざし～発達障

害を持つ子どもの子育てで大
切にしたいこと」

　講師：佐々木正美さん（川崎医
療福祉大学特認教授）
午後の部　シンポジウム
　「発達障害を持つ子どもの子育

て支援を考える」
■定員　200人
申３月５日までに FAX または E

メールで｡
問県立近江学園
　�77◦2811　�77◦3630
　ル :ec37@pref.shiga.jp

参加費
無料

参加費
無料

近江学園創立60周年記念事業

子育て支援セミナー

にごり池
　さくらまつり

フリーマーケット出店者募集
　あなたの家に眠っている品物や、心
のこもった手作りの品物などを販売し
ませんか。
■時間　午前10時～午後４時
■応募資格　市内に在住または在勤

で、販売業者以外の人
■販売品　家庭で不要になったものや

手作りのもの
※食料品、営業用もしくは営業に類似

するもの（一品が大量）、そのほかフ
リーマーケットの趣旨に沿わない物
は除く

■募集区画数　30区画
※1区画は1.8ｍ×1.8ｍ
※応募者多数の場合は抽選
■出店料　1区画1,000円
申３月16日（金）ま で に「フ リ ー マ ー

ケット出店希望」・郵便番号・住所・
氏名・年齢・電話番号・勤務先を往
復はがきで（当日消印有効）。

※一人１通の申し込みとし、重複する
場合は無効。
問湖南市商工会青年部（〒520-323
　 4中央1-1-1）　�72◦0038

　障がいのある人もない人も安心
して暮らせる地域づくりをめざし
て、今回は精神障がい者への理解
を深めるために開催します。
■日時　３月21日（水）
　午後１時～４時30分
■場所　共同福祉施設（サンライ

フ甲西）
■内容
〇精神障がい者支援活動の紹介と

地域交流
　作業所生産品などのバザー、ス

テージ発表など
〇講演「この街でいきいきと暮ら

したい～地域に根ざす精神障害者
支援～」

　講師：石神文子さん（石神紀念
医学研究所精神保健福祉事業部
代表）
問甲賀福祉の地域づくり推進委員

会（甲賀県事務所地域健康福祉
部内）　

　�63◦6148

精神障害者に関する地域啓発事業

“ハート＆はーと”まつり“ハート＆はーと”まつり

■日時　４月８日（日）
　午前10時～午後４時30分
※小雨決行
■場所　にごり池自然公園
○イベント
　フリーマーケット、フワフワ、子ど

も機関車、子どもビンゴゲーム
○ステージ
　湖國十二坊太鼓、ダブルダッチ（曲

芸縄跳び）、けん玉、バルーンショー、
移動ボランティアセンター、チア
リーディング　ほか

※会場周辺は通行規制を行います。指
定の駐車場をご利用ください。

第
17
回

　市内有数の桜の
花見スポット、に
ごり池自然公園。
今年もさくら色に
染まる会場へお越
しください。
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�75◦8190
� 77◦6250　

　

初心者パソコン教室
　個人学習で進めますので自分の
ペースで学べます。
■日時　毎月第２・第４水曜日
　午後７時～９時
■受講料　無料
※テキストを希望する場合はテキ

スト代が必要です。
■講師　湖南まなびすとスタッフ
※申込不要。直接会場へお越しく

ださい。

　石部公民館

�72◦2133

　市民に日ごろの創作活動の成果
を発表する機会と、身近に文化芸
術を鑑賞する場を提供するために
開催します。ぜひご鑑賞ください。
■期間　３月23日（金）～ 25日（日）
　午前９時～午後４時
問湖南市美術展事務局（生涯学習課

内）〔石部文化総合センター〕
　�77◦6250

問：問い合わせ先　申：申込方法

甲西文化ホール

いしべ音楽祭

石部文化総合センター

　

ワークセンターバンバン展

■会員期間　４月１日～平成20年
３月31日

■年会費　1,000円
■主な特典
・ 甲西・石部両文化ホール主催事業

のチケットを10％割引で購入する
ことができます（本人分のみ）。

・ チケットを一般発売日よりも早く
購入することができます（一人2枚
まで）。

・ 文化ホールが企画する舞台鑑賞ツ
アーに参加することができます。
申６月30日（土）までに年会費を添

えて甲西文化ホールへ。

　昭和63年（1988年）に吉永地先
の野洲川河原で発見されたゾウ
や偶蹄類の足跡化石。発見当時
の写真や資料、足跡の拓本など
を展示します。
■期間　３月２日（金）～４月１日
（日）
■開館時間　午前９時～午後４時

30分（入館は午後４時まで）
■休館日　毎週月曜日、３月22日
（木）
■入館料　大人320円（260円）、

児童生徒160円（110円）
※（　）内は20人以上の団体料金
問生涯学習課文化財担当〔石部文

化総合センター〕　
　�77◦6250

東海道石部宿歴史民俗資料館
〔雨山文化運動公園内〕

特集展示

野洲川河原の足跡化石展

� 77◦2535　

　

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）

　エクセル、ワードからシステム
の相談まで
■日時　毎週水曜日
　午前９時30分～ 11時30分
※21日は祝日のため休みです。
■講師　Ｉ

ア イ

・Ｉ
ア イ

ランドめーる編集
スタッフ

※事前に申し込みが必要です。その
際に相談内容をお知らせください。

　石部南公民館

� 71◦2560／� 72◦2993　
　柑子袋公民館・柑子袋会館

■日時　３月23日（金）
　午後２時～４時
■場所　柑子袋公民館
■参加費　500円（材料費）
■対象　市内の小学生
■定員　30人（先着順）

■持ち物　水を入れるコップ、ハンドタ
オル
申３月15日（木）までに参加費を添えて、

柑子袋公民館または柑子袋会館へ。

七宝焼きにチャレンジ♪

春休み子ども工作教室

湖南市文化ホール
友の会会員募集平成19年度第７回

湖 南 市 美 術 展

市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）

企画展示

　

　今回の音楽祭には８歳から50代
の人まで、8グループが出演。ピ
アノソロ演奏をはじめ、うた、ギ
ター、和太鼓の演奏など幅広いジャ
ンルの手づくりの音楽祭をお楽し
みください。
■日時　3月11日（日）
　午後1時30分開演（午後１時開場）
問石部文化ホール自主事業実行委

員会“いべっく”（山田）
　�090◦1899◦3719

■日時　3月10日（土）～ 21日（祝）

ギャラリー展示

シルバー編物教室作品展

入場
無料

　社会福祉センターで、月１回の
活動を始めて３年になる７人が、
会話を楽しみながら丁寧に作った
温かみのあるセーター、帽子、ブ
ローチなどの作品を展示します。

入場
無料

　ワークセンター
バンバンに通所し
ている皆さんの絵
画展です。
■期間　３月６日
（火）～ 31日（金）
午前９時～午後10
時（日 曜 日 と 祝
日は午後５時ま
で）

　スプーン＆フォー
クのセット・爪きり・
蝶々のブローチの中
から１つ作成します。
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問：問い合わせ先　申：申込方法　 ：ホームページアドレス

　

Word 初級
　文字の入力、文章の作成や編集、印
刷など基本操作をはじめ、表の作成、
図形を盛り込んだ文章の作成など
◇3月12日（月）・16日（金）・19
日（月）・23日（金）・26日（月）・
30日（金）〔全6回〕
◇対象　「はじめてのパソコン」講座

を終了した人、または同レベルの人
◇受講料　4,000円
※別途、テキスト代（1,050円）が必要です。

Word 初級（夜）
◇４月11日（水）・13日（金）・18
日（水）・20日（金）・25日（水）・
27日（金）〔全6回〕

※内容、対象、受講料などは上記の Word
初級と同じです。

はじめてのパソコン
　マウスやキーボードの使い方、イン
ターネット、電子メールなど

◇4月10日（火）・12日（木）・17
日（火）・19日（木）・24日（火）・
26日（木）〔全6回〕
◇対象　パソコンを初めて使用する人
◇受講料　4,000円
※別途、テキスト代（1,050円）が必要です。

追加コース　初歩のデジカメ
　デジカメ画像の取り込み、CDへの
焼き付け、画像編集・活用
◇３月20日（火）
◇対象　初歩的な Windows 操作

が可能な人（winXP パソコン持
ち込みの人のみ）
◇受講料　750円
Word に少し強くなるシリーズ①

　「言語バー」の正体を探ろう

◇４月４日（水）
◇対象　「Word 初級」講座を終了

した人、または同レベルの人
◇受講料　750円

　　
■場所　甲賀県事務所
■内容
〇講演「障害者自立支援法が施行

されて一年　県や国の特別対策
事業について」

〇意見交換会
※託児・手話通訳 ･ 要約筆記あり
（事前予約が必要）。
問甲賀地域障害児・者サービス調

整会議事務局（甲賀県事務所地
域健康福祉部内）
　�63◦6144　�63◦6165

　障がいがある人とその家族が将
来を安心して生活できる地域づく
りをめざし、障がい福祉について
一緒に考えてみませんか。障がい
福祉に関心のある人もぜひご参加
ください｡
■日時　３月11日（日）
　午後１時30分～４時30分

参加費
無料

湖南市に暮らす退職者・
退職予定者のための
地域活動入門連続講座

甲賀地域の障害福祉を
考えるつどい

　

　フットサルを通して多文化交
流を深めましょう。楽しむスポー
ツ遊びを取り入れながら、フット
サルゲームを中心に行います。運
動のできる服装でお越しくださ
い。
■日時　毎週土曜日
　午後５時～６時30分
■場所　フットサル滋賀石部ス

タジアム
■対象　４歳～小学６年生（親子

でも参加できます）
■定員　15人（先着順）
申参加申込書を事務局へ。
※申込書は滋賀県フットサル連

盟事務局に備え付けています。
問滋賀県フットサル連盟事務局

　�77◦5170

こども・フットサル
アカデミー

ボランティ
ア募集中

〇子ども
とスポー

ツを通じ
て

遊んでくれ
る人

〇ポルト
ガル語・

スペイン
語

の会話がで
きる人

■日時　５月12日（土）　
　午前９時30分～午後３時
※雨天の場合は13日（日）に延期。
■場所　希望が丘文化公園スポー

ツゾーン（野洲市）
■販売品　家庭で不用になった日

用雑貨や衣類、手作りのもの
※営業用もしくは営業に類似するも

の、そのほかフリーマーケットの
趣旨にそぐわないものは除く。
■募集区画数　160区画
※１区画は６ｍ×４ｍ（車両の駐車

スペースを含む）
※応募者多数の場合は抽選。
■出店料　１区画2,500円
■応募期間　
　４月２日（月）～ 11日（水）
※当日消印有効
申住所・代表者氏名・電話番号・

参加者数・出店品の内容を往復
はがきで。

※返信はがきには必ず自分の住所・
氏名を記入。

※申し込みは一人１区画とする。
問滋賀県希望が丘文化公園（〒520
　−2551竜王町薬師1178）
　�077◦586◦2111
　�077◦586◦1799

希望が丘新緑祭
フリーマーケット出店者募集

■場所　市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）本館
■時間　午後1時30分～ 4時30分
　〔Word 初級（夜）のみ午後7時～ 9時30分〕

問ＮＰＯ法人パソフレ　
　谷�75◦0063・中井�75◦3888
　鈴木�75◦5466
　 http://www.pasofure.org./

※必ず、事前に申し込みをしてください。
※パソフレ講座を受講した人に対する「電

話サポート」を開始しました。

パソフレ講座

おかえりなさい！おとうさん in こなん
　定年退職は第二の人生のス
タートです。あなたの貴重な時間
と力を湖南市のまちづくりに生
かしてみませんか。
〇3月10日（土）
　地域活動入門講座
　定年退職者の地域デビュー
〇3月24日（土）
　やってみれば介護予防

受け手にも担い手にもなれる元
気の出る鳩の街プロジェクト

〇3月31日（土）
　子どもは社会の宝
　地域で守る　子どもの安全

　午後２時～４時
■対象　退職した人、または退職

予定の人
■場所　平和堂石部店３階文化

教室
■定員　30人
問ＮＰＯ法人鳩の街
　事務局
　�77◦5546

受講費
無料
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石
部
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

11日（日） 11：00 ～ 12：00
14：30 ～ 15：30

きじっこおはなしかい　グループ「ピッコロロ」による、絵本の読み聞かせなど
の楽しいおはなしの時間（午前は幼児から小学校低学年向け。午後は小学生以
上向け）。

16日(金） 11：00 ～ 11：20 よっといでたいむ　図書館員による、おひざにだっこのおはなしかい。絵本の
読み聞かせや紙芝居など（入園前の子どもと保護者向け）。

17日(土） 14：30 ～ 15：00 お話の扉　朗読ボランティアサークル「さざなみ」による朗読会（小学生から大
人向け）。

24日(土） 16：00 ～ 16：30 よっといでたいむ　図書館員による、絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しい
おはなしの時間（幼児から小学生向け）。

☆
一
人
、図
書
な
ど
15
点
・
Ｃ
Ｄ
5
点
・
ビ
デ
オ（
石
部
図
書
館
の
み
）2
点
ま
で
3
週
間（
移
動
図
書
館
は
次
の
巡
回
日
ま
で
）借
り
ら
れ
ま
す
。
貸
出
点
数
は
両
図
書
館
・

移
動
図
書
館
を
合
わ
せ
た
数
で
す
。
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
本
の
再
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図
書
館
へ
行
こ
う

甲
西
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

２日（金） 11：00 ～ 11：30
ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おひざに
だっこのおはなしかい。絵本の読み聞かせや手遊びなど（乳幼児から入園前の
子どもと保護者向け）。

３日（土） 14：00 ～ 14：30 おはなしの森　図書館員による、絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいおは
なしの時間（幼児から小学生向け）。

４日（日） 14：00 ～ 16：15

日曜シアター「レインメーカー」�’97　米　フランシス・フォード・コッポラ監
督。マット・デイモン主演。ジョン・グリシャム原作。金もコネもないが仕事
への情熱だけはだれにも負けない弁護士ルーディは、やっとのことで弁護士事
務所に雇われる（字幕）。　

17日（土） 14：30 ～ 15：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おはなしと
絵本の楽しい時間（前半は4歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。

17日（土） 19：00 ～ 20：00 ライブラリーコンサート　「カンタービレ！　弦楽四重奏で楽しむクラシック
Ａ toＺ」　※詳しくは左ページをご覧ください。

18日（日） 14：00 ～ 14：40

子ども映画会「蛙になったお姫さま」�’54　ソ連　ミハイル・ツェハノフスキー
監督。三人の王子はめいめい射た矢の落ちたところに住む娘を花嫁に選ぶ。末
の王子の射た矢は沼に落ち、そこにいたのは蛙だったが…（アニメーション・字
幕）。

24日（土） 14：00 ～ 15：00 人形劇団クラルテ公演　「へびくんのおさんぽ」「おまえうまそうだな」　　　
※詳しくは左ページをご覧ください。

３月の行事予定

●『
箸
と
チ
ョ
ッ
カ
ラ
ク　

こ
と
ば
と

文
化
の
日
韓
比
較
』任
栄
哲
・
井
出
里

咲
子�

著（
大
修
館
書
店
）…
言
語
の
背

景
に
あ
る
要
因
を
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
・

文
化
の
中
か
ら
解
説
。

●『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
こ
と
ば
と
文

化
』池
田
雅
之
・
矢
野
安
剛�
編
著（
成

文
堂
）…
言
語
と
文
化
の
視
点
か
ら
新

た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
像
を
描
く
。

●『
や
さ
し
く
歌
え
る
ド
イ
ツ
語
の
う

た
』
田
辺
秀
樹�

著（
日
本
放
送
出
版

協
会
）…
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
流
行
歌
ま

で
全
22
曲
の
原
語
、
日
本
語
訳
、
逸
話

な
ど
を
紹
介
。
Ｃ
Ｄ
付
き
。

●『
フ
ラ
ン
ス
語
で
広
が
る
世
界

1
2
3
人
の
仲
間
』�

日
本
フ
ラ
ン
ス

語
教
育
学
会�

編（
駿
河
台
出
版
社
）…

フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
人
々
は
、そ
の

後
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
。フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
働
く
人
々
に
迫

る
。

●『
海
の
見
え
る
言
葉　

ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
世
界
』
市
之
瀬
敦�

著（
現
代
書

館
）…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
南

米
、ア
ジ
ア
に
根
づ
い
て
い
る
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
。そ
の
広
い
世
界
の
魅
力
を
語

る
。

●『
ラ
テ
ン
語
の
世
界
』
小
林
標�

著

（
中
央
公
論
新
社
）…
身
近
な
言
葉
や

碑
文
な
ど
の
例
か
ら
、ラ
テ
ン
語
の
特

徴
や
そ
の
変
遷
、ラ
テ
ン
文
学
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
語
る
。

●『
世
界
中
の
言
語
を
楽
し
く
学
ぶ
』�

井
上
孝
夫�

著（
新
潮
社
）…
1
0
0
以

上
の
言
語
を
学
ん
だ
著
者
が
、言
語
を

学
ぶ
楽
し
さ
と
そ
の
学
習
法
を
紹
介
。

●『
地
球
文
字
探
険
家
』
浅
葉
克
己�

著（
二
玄
社
）…
ト
ン
パ
文
字
や
ア
ラ

ビ
ア
文
字
な
ど
、世
界
の
文
字
を
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
と
ら
え
る
。

●『
通
訳
ブ
ー
ス
か
ら
見
る
世
界
』原

不
二
子�

著（
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
）…

国
際
会
議
で
同
時
通
訳
者
と
し
て
活

躍
す
る
著
者
が
語
る
通
訳
の
現
場
。

●『
ス
ペ
イ
ン
語
の
贈
り
物
』福
嶌
教

隆�

著（
現
代
書
館
）…
ス
ペ
イ
ン
語
誕

生
の
歴
史
や
文
法
、単
語
の
マ
メ
知
識

な
ど
。広
大
な
ス
ペ
イ
ン
語
世
界
を
案

内
。

●『「
消
え
ゆ
く
こ
と
ば
」
の
地
を
訪

ね
て
』マ
ー
ク
・
エ
イ
ブ
リ
ー�

著（
白

水
社
）…
世
界
各
地
の
少
数
民
族
の

人
々
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、消
滅
の
危

機
に
ひ
ん
す
る「
消
え
ゆ
く
こ
と
ば
」

の
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

●『
漢
文
力
』加
藤
徹�
著（
中
央
公
論

新
社
）…
古
典
を
ひ
も
と
き
、
人
生
を

切
り
開
く
ヒ
ン
ト
を
拾
う
。

●『
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の
か
た
ち
』小
磯

千
尋�

著（
白
水
社
）…
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

は
18
あ
る
イ
ン
ド
の
公
用
語
の
ひ
と

つ
。街
中
の
標
識
や
看
板
か
ら
楽
し
く

学
ん
で
み
よ
う
。

●『
漢
語
い
ろ
い
ろ
』一
海
知
義
・
筧

久
美
子
・
筧
文
生�

著（
岩
波
書
店
）�

…

同
じ
漢
字
を
使
っ
て
い
て
も
、日
本
と

中
国
で
は
意
味
が
違
っ
て
く
る
。漢
語

の
世
界
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
が
深

い
。

●『
た
め
ぐ
ち
韓
国
語
』四
方
田
犬
彦
・

金
光
英
実�

著（
平
凡
社
）�

…
韓
国
の

人
た
ち
と
人
間
関
係
を
深
め
る
た
め

に
、
時
と
状
況
に
応
じ
て「
た
め
ぐ

ち
」を
使
お
う
。
ハ
ン
グ
ル
な
し
の
入

門
書
。

世
界
の
言
葉
を
楽
し
む
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図
書
館
へ
行
こ
う

※3/23（金）～ 4/10（火）は春休みのため、小学校、幼稚園、保育園は運休します。
※移動図書館車でも予約することができます。希望の本が見つからない場合は気軽にお

申し付けください。   
※悪天候などにより運休する場合があります。ご了承ください。

●は甲西図書館のみの休館日です（月曜日）。
■は石部図書館のみの休館日です（水曜日）。
●は両館の休館日です（火曜日・祝日・月末木曜日）。
☆開館時間は、両図書館とも午前10時～午後６

時です。
☆本や行事についての問い合わせは開館時間中

に電話でもどうぞ。

○石部図書館
　　（石部中央一丁目2-3　�77◦6252）
○甲西図書館
　　（中央五丁目50　�72◦5550）

３月のカレンダー 移動図書館車「マツゾウくん」３月の巡回スケジュール
場　所 日 時　間

岩根東農業集落
センター前

7（水）
15：20 〜 15：50

サンヒルズ甲西
（本館）駐車場 16：20 〜 16：50

北山台自治会館前 1（木）
15（木）16：25 〜 16：55

市立三雲公民館前 2（金）
16（金）

14：00 〜 14：30

妙感寺多目的集会所前 15：15 〜 15：45

菩提寺幼稚園前 14（水）13：50 〜 14：20

フレンドマート第2駐車場 14（水）
28（水）16：20 〜 16：50

下 田 公 民 館 前 9（金）
23（金）

14：00 〜 14：30

中山生協集会所予定地 16：20 〜 16：50

場　所 日 時　間
三 雲 小 学 校

7（水）
12：55 〜 13：35

岩 根 小 学 校 13：50 〜 14：50
石部南小学校

1（木）
15（木）

13：15 〜 13：55
阿 星 保 育 園 14：20 〜 14：40
石 部 小 学 校 14：55 〜 15：55
三雲東小学校 2（金）

16（金）
12：55 〜 13：35

三 雲 保 育 園 14：30 〜 14：50
菩提寺北小学校

14（水）
12：55 〜 13：35

菩提寺保育園 14：25 〜 14：45
菩提寺小学校 14：55 〜 15：55
下 田 小 学 校

9（金）
12：55 〜 13：35

水 戸 小 学 校 14：50 〜 15：50

　◦パソコンから（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp
　◦携帯電話から（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAIN.CSP
　◦携帯電話から（暗号化なし）…http://lib.edu-konan.jp/i m d/IMD/IMDMAIN.CSP

☆湖南市立図書館ホームページで、両図書館の蔵書を見ることができます。 インターネットや携帯
電話から両図書館で貸
出中の本と雑誌の最
新号を予約できます

（図書館で発行するパス
ワードが必要）。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

カンタービレ！
弦楽四重奏で楽しむクラシックAtoZ

※午後８時終演予定ですが、若干延長することもあります。 石部図書館…３月�３日（土）～�５日（月）
甲西図書館…３月10日（土）～ 15日（木）

時間／午前10時〜午後6時
内容／小説、実用書、教養書、
　　　雑誌（甲西図書館のみ）など

※児童書はありません。
※一人10冊までとします（雑誌は除く）。
※ 混雑を避けるため、午前10時から整理券を配っ

て入場制限を行う場合があります。

古くなった図書館資料のう
ち、再利用が可能なものの
一部を、市民の皆さんに無
料でお譲りします。

本のリサイクル

12日（月）、
13日（火）は
休館です

☆
利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
へ
…
引
っ
越
し
な
ど
で
、
住
所
や
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

3月17日（土）　午後７時開演（午後６時30分開場）

場所 甲西図書館

第6回　ライブラリーコンサート

曲目
「ラプソディーインブルー」
（ガーシュイン）
「交響曲第７番」より
（ベートーベン）

「ピタゴラスイッチ」（宮川彬良）
ほか

入場
無料

※体の不自由な人は、事前にお
知らせください。席を用意し
ます。

※路上駐車はおやめください。
※いすを並べるボランティア

を募集しています。詳しくは
お問い合わせください。

甲西図書館

人形劇団クラルテ公演
日時　３月24日（土）　午後２時～３時
演目　「へびくんのおさんぽ」
　　　「おまえうまそうだな」

おにぎり村の人形劇
日時　４月７日（土）　午後２時～３時
演目　「金のがちょう」ほか

　　　甲西図書館２階視聴覚室

※ 開演後の途中入場はできない場合があります。

春休みの人形劇

入場
無料

先着
180人

場所　図書館所蔵の桜の写真を展示します。図書
館で一足早いお花見をどうぞ。

３月10日（土）～４月１日（日）
「桜」写真展

展示コーナー 甲西図書館

出演
京都市交響楽団メンバー
・井上武明（ヴァイオリン）　
・長谷川真弓（ヴァイオリン）
・金本洋子（ヴィオラ）　
・高瀬恵理也（チェロ）
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園庭側駐車場が満車の場合は、保育園東側の岩根東農業
集落センター駐車場をご利用ください。

　

〔岩根2225（岩根保育園2階）〕
�・�72◦7089

◎開館日　月曜日～金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前９時～午後４時

３月

　

日 月 火 水 木 金 土

　 1 ☆ 2 3　

4　 5 ☆ 6 ☆ 7 ◇ 8 9 ☆ 10　

11　 12 13 ◇ 14 ☆ 15 16 ☆ 17　

18　 19 20 ☆ 21 22 ☆ 23 24　

25　 26 ☆ 27 ☆ 28 ◇ 29 ☆ 30 ☆ 31　

〔石部中央三丁目9－20（石部保育園隣接）〕
�77◦8570　�77◦8572

◎開館日　月曜日～金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分～午後５時15分

◆開放日�（午前10時～ 11時30分）
　３月12日（月）・22日（木）
◆子育て相談日（午前10時～ 11時30分）
　３月20日（火）
　保健師と栄養士が相談に応じます。
※母子健康手帳をお持ちください。

☆開放日（午前10時～正午）
　子どもたちが自由に遊べる場として、また保護者どう
しの交流の場として開放しています。相談があれば気軽 
に職員に声をかけてください。

　ひよこ広場     
◦19日（月）　午前10時～ 11時30分   
　( 受付：午前９時45分～）    
　対象：８か月までの子ども   
　内容：助産師による育児相談、ベビーマッサージ  
　持ち物：バスタオル、母子健康手帳

　にこにこの日     
◦２日（金）　午前10時30分～ 11時15分
　（受付：午前10時15分～）
　『リトミックで遊ぼう！』
　対象：２歳以上の未就園児
　場所：岩根保育園遊戯室
　講師：高木美香子さん（リトミック研究センター滋賀

第一支局指導スタッフ）
※弟妹の託児サービスあり。
◦12日（月）　午前10時30分～ 11時 
　（受付：午前10時15分～）    
　音楽劇『ともだちほしいな　おおかみくん』  
　場所：岩根保育園遊戯室    
　出演：市内主任児童委員   
◦15日（木）  子育て支援センター合同企画『音楽と遊ぼ !!』 
◦23日（金）  子育て支援センター合同企画『子育て講演会』 
※詳しくは下記をご覧ください。

◇サークル使用日
　センター登録の子育て支援サークルが活動する日で
す。一般には開放していません。

　親子で一緒に楽しく遊びましょう。
■日時　４月13日、５月11日、６月８日・22日、７月13

日（すべて金曜日・全５回）
　午前10時～ 11時（受付：午前９時30分～ 45分）
※日程は変更になる場合があります。
■対象　平成17年４月２日から７月31日生まれの子ど

もとその保護者
■定員　20組（先着順）
■内容　手遊び、ふれあい遊び、散歩、小麦粉粘土遊び

など
■参加費　50円（材料費）
※申し込み時に徴収します。
申３月19日（月）から28日（水）にセンターへ（電話可）。

電話申し込みの場合は、後日、参加費を徴収しますの
で、３月28日（水）までにセンターへお越しください。
案内をお渡しします。

※弟妹の託児サービスあり（定員：先着５人）。

◆にこにこ広場（うさぎグループ）

　
■日時　3月15日（木）　午前10時30分～正午
　（受付：午前10時15分～）
■場所　柑子袋公民館
■対象　未就園児とその保護者
■定員　各支援センター 30組ずつ（先着順）
■出演　「ミュージックランド」
申３月２日（金）から13日（火）に電話で各支援センターへ。

■日時　３月23日（金）　午前10時～ 11時30分
　（受付：午前９時45分～）
■場所　社会福祉センター
■対象　子育て中の人
■講師　岩城敏之さん（KID’S いわきぱふ）
※申し込み不要

音
楽
と
遊
ぼ
！！

子
育
て
講
演
会

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

合　

同　

企　

画

子育てサークル企画イベント

グラスアート教室
　グラスアートでキャンドルポットを作ります。
　受付期間中、石部子育て支援センターに見本を展示し
ています。
■日時　３月13日（火） 午前10時～ 11時30分
　（受付：午前９時30分～）
■対象　子育て中の人
■定員　20人（先着順）
■持ち物　はさみ、キッチンペーパー 2、3枚
■材料費　1,000円
■講師　松山恵さん（日本グラスアート協会）
■企画　子育て支援サークル「ちゃちゃちゃ」
申３月１日（木）から７日（水）に石部子育て支援センター

へ（電話可）。
※託児サービスあり（定員：先着15人）。

ママリフレッシュ企画

☆湖南市子育て支援ホームページ（http://www.ex.biwa.ne.jp/〜kosodate-s）もご覧ください。

申：申込方法
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　特別なメニューはありません。0 歳の赤ちゃんからど
なたでも参加できます。子育ての先輩であるサポーター
と一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。
初めての人も一度のぞいてみてください。
申し込みは不要です。

子　育　て　サ　ロ　ン

◆日時　３月８日（木） 午前10時～ 11時30分
◆対象　未就学の幼児とその保護者

三 雲 保 育 園
石 部 保 育 園
岩 根 保 育 園
下 田 保 育 園

�72◦1385
�77◦2073
�72◦1389
�75◦2420

平 松 保 育 園
阿 星 保 育 園
菩提寺保育園
水 戸 保 育 園

�72◦0390
�77◦2950
�74◦1373
�75◦0630

※どなたでも参加できます。

保育園や幼稚園での子どもたちの
とっておきの会話を紹介するコー
ナーです。今月は菩提寺幼稚園です。

■時間　午前10時～正午
問生涯学習課社会教育担当〔石部文化総合センター〕
　�77◦6250

クラスで劇遊びをしているとき
郵便屋さん（A ちゃん）登場
Aちゃん　「僕たちは ･････」（せりふ）
先　　生　「あれ、元気ない？」
Aちゃん　「郵便屋さんは忙しいし、疲れてるねん。だから
　　　　　 元気ないねん」
先　　生　「あっ、そっか ･････」
　すっかり役に入り込んでいるのかな。

雲の様子を見て
Bちゃん　「見て見て！あの雲、噴水みたいやでー！」
Cちゃん　「ほんまや、噴水みたいや！」
　しばらくして
Bちゃん　「あ、噴水動いてる！雲動いてる」
Cちゃん　「ほんまや動いてる！雲動いてる」
Dちゃん　「地球が動いてるからや」
Cちゃん　「えっ？動いてへんやん！」
Dちゃん　「でもほんまに動いてるねんな～！」
Cちゃん　「ふーん ･･･」

　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。
申し込みは不要です。
◆日時　毎週火・木曜日　午前10時～正午
◆場所　石部南公民館２階会議室
問石部南公民館　�77◦2535

○３月５日（月） 三雲公民館
○３月12日（月） 岩根公民館
○３月19日（月） 下田公民館
○３月26日（月） 石部公民館

　翔輔です。まだまだ甘え
ん坊で人を見ると固まっ
ちゃうけど、男の子だも
ん！ 将来は優しく強い男
の子に！？ ただ今修行中で
す！！

雄一さん・智秋さん（岩根西）

髙山　翔
しょうすけ

輔ちゃん（1歳）

どしどしご応募ください。

問政策秘書課広報・広聴担当　�71◦2300

大募集
　あなたのお子さんを｢広報こなん｣
の紙面で紹介しませんか？まずはお
電話ください。

　一輝はお父さんとお母さ
んの宝物！
　元気いっぱいに大きく
なってね。一輝の笑顔が大
好きです！
謙一さん・清美さん（団地北）

筒井　一
かず

輝
き

ちゃん（1歳）

　大好物は焼き芋で
す！！
　いっぱい食べて、
いっぱい遊んで二人
仲良く大きくなって
ね。
　一樹さん・悦子さん

（三雲）

松井　夏
か

映
え

ちゃん（1歳）・杏
あ

彩
さ

ちゃん（1歳）

問：問い合わせ先

5歳児

4歳児



2007.3  Konan 30

保健センター情報

○
保
健
セ
ン
タ
ー�

�
・
有
線
72
◦
4
0
0
8　

○
石
部
保
健
セ
ン
タ
ー�

�
77
◦
7
0
0
8

問
い
合
わ
せ
先

保健センター 毎週火・水・木曜日　午前8時30分～正午

石部保健センター 毎週月・金曜日　午前8時30分～午後5時15分

※上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。
※持ち物…印鑑・妊娠届出書 ( 各保健センターにも備え付けています）

子健康手帳の交付母

３月27日（火）
午後1時30分～ 3時30分 離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象：平成18年10月生まれの乳児と保護者
※持ち物…母子健康手帳、エプロン、そのほか乳児に必要なもの（お
　むつやミルクなど）

ぐもぐ教室�（受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）も

３月23日（金）
午後1時30分～ 3時30分

学ぼう！お産の進み方
やってみよう！妊婦体操

対象：妊婦・夫および家族
※持ち物…母子健康手帳、テキスト
※子どもの保育が必要な人は事前にお知らせください。

マ・パパ教室Ⅲ（受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）マ

三雲東・三雲・岩根・菩提寺・菩提寺北・
下田・水戸小学校区 場所：保健センター

4 か月児健診 対象：平成18年11月生 ３月22日（木）
10 か月児健診 平成18年５月生 ３月19日（月）

1歳6か月児健診 平成17年８月生 ３月16日（金）
2歳6か月児相談
・歯科健診 平成16年８月生 ３月13日（火）

3歳6か月児健診 平成15年８月生 ３月 ８ 日（木）

石部・石部南小学校区 場所：石部保健センター

4 か月児健診 対象：平成18年11月生
３月20日（火）

10 か月児健診 平成18年５月生

3歳 6か月児健診
平成15年６月生

７月生
８月生

３月15日（木）

※持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（4 か月児）、歯ブラ
　シ（10か月児・1 歳 6か月児・2歳 6か月児・3 歳6か月児）
※3歳6か月児健診では尿検査・視力検査を行います。
※受診会場を変更したい場合は、必ず事前に連絡してください。

幼児健診（受付：午後1時〜 2時30分）　多少時間がかかります乳

B C G ３月９日（金） 保健センター 生後3～6か月未満
※持ち物…母子健康手帳、予診票
※ 番号札は当日午前8時30分から保健センター玄関に出しています。

外出する場合は午後2時30分までにお戻りください。

防接種�（受付：午後1時15分〜 2時30分）予

３月９日（金）　午前10時～午後3時
　　　�石部保健センター前駐車場
■�対象　18歳～ 69歳� � � �
■�持ち物　献血手帳、身分を証明できるもの（運転免許
証・健康保険証など）� � � �
※�65歳以上の人は、64歳までの間に献血経験のある人が
対象です。� � � �
※�渡航歴（英国など）により、献血できない場合があります。
※3月6日（火）までに保健センターへ予約してください。

−お知らせ−
　保健センターだよりでは、全血の案内もしていました
が、都合により成分献血のみ実施します。ご了承くださ
い。

献血にご協力ください

場所

成分献血
（予約制）

�三種混合の接種は間隔に注意！
　三種混合1期初回の2回目と3回目の接種は、必ず前回
接種日から21日目以降7週（7週と6日）までに受けてく
ださい。間隔を8週以上あけると任意接種となり、万一
の健康被害に対する国の救済制度は適用されません。

麻しん・風しんの任意接種は3月31日までに

　市では、接種日現在２歳以上７歳６か月未満で麻しん・
風しんの予防接種を受けていない子ども（２期対象児は除
く）を対象に、経過措置として公費での任意接種を３月31
日まで実施しています。該当する場合は保健センターへお
問い合わせください。
　また、定期接種の対象年齢で未接種の場合は、対象期間
内に接種しましょう。

予防接種はお早めに

1歳から
2歳まで

第１期 第２期

小学校に
入学する
前年度

小学校入学
後7歳6か月
まで

任意接種
（経過措置）

定期接種

対象期間

※�麻しん、風しんのいずれかにかかったことがある場合は、保健セ
ンターへお問い合わせください。

前回接種日 21日目 ７週と６日
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各種相談

日 月 火 水 木 金 土
1

菩提寺公民館
2

夏 見 会 館 3

4 5
松 籟 会 館

6
三 雲 会 館

7
サンヒルズ甲西

8
柑子袋会館

9
岩 根 会 館 10

11 12
三雲教育集会所

13
下田公民館

14
石部南公民館

15
菩提寺公民館

16
夏 見 会 館 17

18 19
松 籟 会 館

20
三 雲 会 館 21 22

柑子袋会館
23

岩 根 会 館 24

25 26
三雲教育集会所

27
下田公民館

28
石部南公民館 29 30 31

　求職活動やハローワークでの手続きのしかたなど就労に関する相談や、
職場でのトラブルに相談員が応じます。

３月の相談日　☆相談時間：午前９時～11時30分

保健センター・石部保健センター
◇内容　離乳食や子どもの発達など子

育てに関する悩みや心配なこと
※随時、電話にて受け付けます。
※ 発達相談員による発達相談（予約

制）の紹介も行います。

育児相談

保健センター　　　　　��71◦4150
◇�日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
◇内容　妊娠、出産、育児など

赤ちゃんホットライン（電話相談）

少年センター「あすくる湖南」
〔西庁舎別棟2階〕　　　　��77◦7053
　学校や家庭での生活、非行問題など、
悩みを抱える中高生やその保護者の相
談、就学・就労に関する20歳未満の
青少年の相談を受け付けています。
　面接相談のほか、電話による相談も
行います。
◇日時　月曜日～金曜日　
　午前９時～午後４時

少年センター悩み事相談

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕　　� �72◦4810
E メール���k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
　いじめや不登校などで悩みを抱える
小中学生や、子どもの教育に悩んでい
る保護者の相談を受け付けています。
　電話相談のほか、面談による相談も
行います。
◇日時　月曜日～金曜日
　午前９時～午後５時

教育電話相談

保健センター�・石部保健センター������
◇�日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※専門医によるもの忘れ相談（予約

制）の紹介も行います。

もの忘れについての電話相談

育
児
・
教
育

高
齢
者

心
配
ご
と

相談窓口
○�まちづくり推進課住民総合
相談担当
○�地域総合センター（三雲会
館、三雲教育集会所、夏見
会館、柑子袋会館、松籟会
館、岩根会館）では、人権相
談をはじめとした各種相談
を受け付けています。
◇�日時　月曜日～金曜日（祝日

を除く）午前８時30分～午後
５時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　３月15日（木）

午後２時～４時
（一人１時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課 　

法律相談
　相談は無料、秘密は厳守されます。
予約制ですので、前日までにお申し込
みください。
湖南市商工会石部支所　���77◦4145
◇日時　３月23日（金）
　午後１時30分～４時30分
◇場所　湖南市商工会石部支所

湖南市商工会　　　　　��72◦0038
◇日時　３月16日（金）
　午後１時15分～４時15分
◇�場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）

☆相談時間：午後１時～４時
問行政相談…まちづくり推進課
　人権相談…人権政策課
　よろず相談…社会福祉協議会
　�72◦4102

よろず相談・行政相談・人権相談

問商工観光課労政担当〔東庁舎〕　�71◦2332

就労相談
し
ご
と

◇日時　３月６日（火）・20日（火）　 午前10時～午後３時
◇場所　女性センター
問滋賀県雇用対策推進室　�72◦9311（相談日のみ）

内職相談

８日（木） ９日（金） 13日（火）27日（火）
社会福祉センター
�72◦4102 人 権 相 談 − よろず相談

行 政 相 談
よろず相談
行 政 相 談

石部老人福祉センター
�77◦5045 − 人 権 相 談

行 政 相 談 − −

場所 日

○まちづくり推進課住民総合相談担当 �71◦2360　○人権政策課〔東庁舎〕 �71◦2354
○地域総合センター（三雲会館 �72◦3166　三雲教育集会所�72◦3301　夏見会館 �72◦3083
　柑子袋会館 �72◦2993　松籟会館 �77◦2972　岩根会館�72◦2292）　
○保健センター �72◦4008　○石部保健センター �77◦7008

地域包括支援センター〔東庁舎〕　
�����71◦4652
��77◦5243
�72◦8100
�74◦4093
�75◦2323

介護についての相談・高齢
者の生活相談・福祉用具や
住宅改修の相談

高齢者支援センターいしべ
高齢者支援センターみくも
高齢者支援センターぼだいじ
高齢者支援センターひえ

消費生活相談
安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕　

　�71◦2360
　消費生活に関する相談に専門の資格を持った
相談員が応じます。
◇日時　月曜日～金曜日（祝日は除く）　
　午前9時15分～午後４時

問
：
問
い
合
わ
せ
先
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こなんの

景風

  

春の訪れを告げる（菩提寺）
　冬の景色からいち早く花をつける梅の花。菩提
寺小学校近くの梅林は、春になると白やピンクな
どいろとりどりの花を咲かせ、春の訪れを告げる。

【写真提供：フォト亀CAME】

☆この広報誌は 1 部当たり 28.25 円です。
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　２月16日、びわ湖放送「びびっ
とびわこＮ」の生放送が石部文化
ホールであり、仕事でその現場に
行ってきました。番組では、湖南市
の名所、名産、地域活動などが紹介
されました。
　その中で、市内の小学生で構成
される「甲西吹奏楽団ジュニアバン
ド」の生演奏がありました。恥ずか
しながらわたしも小学校から高校
までの９年間、部活でトランペット
を吹いていました。今ではすっか
り音楽は聴くだけになってしまい
ましたが、今回の演奏を聴き、仲
間と心をひとつにして音を合わせ
る楽しさを思い起こしました。久
しぶりにあのころに戻ったような、
爽やかないい気持ちになりました。
　ジュニアバンドの皆さん、これか
らも人の気持ちを動かすような音
楽を奏でていってくださいね！� や

赤 

ち
ゃ 

ん

（　　）内は前月比

　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に感
謝して、活気と希望に満ちた、ゆ
たかで創造的なまちをつくるため
に、この憲章を定めます。

一、�美しい水と緑を大切にし、自
然と調和したまちをつくり
ます。

一、�たがいの人権を認めあい、思
いやりのあるまちをつくり
ます。

一、�子どもが健やかに育ち、障が
い者や老人をはじめ、だれも
が安心して暮らせるまちを
つくります。

一、�ゆたかな歴史を重んじ、香り
高い文化のまちをつくりま
す。

一、�社会の規律を守り、安全で住
みよいまちをつくります。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

60
歳

72
歳

80
歳

22
歳

62
歳

81
歳

74
歳

70
歳

82
歳

87
歳

51
歳

74
歳

53
歳

56
歳

62
歳

56
歳

63
歳

64
歳

妙

感

寺

柑

子

袋

石

部

東

石
部
中
央

石
部
中
央

石
部
中
央

石
部
中
央

朝

国

岩

根

西

菩

提

寺

菩

提

寺

菩

提

寺

み
ど
り
の
村

イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド

イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド

緑

ヶ

丘

大

谷

松
風
苑
桐
山

浅 

野　

  

海か
い 

翔と

小 

谷　

  

真ま 

結ゆ

吉 

野　

さ
ら
さ

武 

田　

  

友ゆ 

希き

橋 

本　

  　

 

竣し
ゅ
ん

森 

本　

  

悠ゆ
う 

太た

岩 

﨑　

  

小こ 

梅う
め

宮 

島　

  

榮え
い 

汰た

中 

川　

  

優ゆ
う 

仁と

西 

村　

  

優ゆ 

芽め

前 

川　

  

太た
い 

陽よ
う

原　
　

 

颯そ
う

太た

郎ろ
う

上 

西　

  

柊ひ 

菜な

髙 

田　

  

優ゆ
う 

我が

竹 

内　

  

乃の 

愛あ

鵜 

飼　

  　

 

紗す
ず

奥 

田　

  

未み 

悠ゆ

坂 

口　

  

春は
る 

華か

福 

山　

  

愛あ
い 

佳か

小 

西　

  

竜り
ゅ
う
だ
い大

加 

藤　

  

雄ゆ
う 

大だ
い

山 

本　

  

埜の 

乃の

奥 

村　

  

隼し
ゅ
ん
す
け介

川 

村　

  

望み 

彩い
ろ

三

雲

三

雲

三

雲

妙

感

寺

妙

感

寺

妙

感

寺

吉

永

吉

永

夏

見

ル
モ
ン
甲
西

中

央

平

松

柑

子

袋

柑

子

袋

柑

子

袋

石

部

東

石

部

東

石

部

東

石

部

東

石
部
中
央

石

部

西

石

部

西

宝

来

坂

石

部

南

奥 

村　

  

彩あ
や 

菜な

川 

村　

  

藍あ
い 

夢む

浅 

見　

  

信し
ん 

吾ご

生 

田　

  

万ま 

桜お

加 

藤　

  

朱あ
か 

音ね

永 

田　
　
　

漣れ
ん

永 

田　
　
　

悠ゆ
う

山 

田　

  

華か 

恋れ
ん

中 

村　

  

光こ
う 

希き

富 

永　

  

碧そ 

空ら

村 

形　

  

悠ゆ
う 

輝き

池 

本　
　

   

柊し
ゅ
う

大 

野　

  

和わ 

奏か
な

山 

中　

  

奈な 

な々

竹 

島　

  　

 

杏あ
ん

森 

田　

  

羽う 

咲さ

紀 

野　

  

歩あ
ゆ 

夢む

辻　
　

   

佑ゆ
う 

香か

楠 

部　

  

正ま
さ 

樹き

楠 

部　

  

敦あ
つ 

樹き

楠 

部　

  

直な
お 

樹き

渡 

部　

  

綱こ
う 

介す
け

吉 

澤　

  

柚ゆ
ず 

姫き

岩

根

東

岩

根

東

岩

根

西

岩

根

西

岩

根

西

岩

根

西

岩

根

西

岩

根

西

北

山

台

イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド

下

田

東

下

田

南

中

山

中

山

緑

ヶ

丘

緑

ヶ

丘

松
風
苑
桐
山

松
風
苑
桐
山

団

地

北

団

地

北

団

地

北

団

地

北

団

地

南

行  

政  

区

赤 

ち
ゃ 

ん

行  

政  

区

行  

政  

区

年
齢

氏　
　

名

湖 南 市 市 民 憲 章


